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はじめに
ホライゾン９９は今までの測量方法とは異なり、ポイント杭を測設せずに飛躍的な速さで、しかも正
確に丁張りを設置できる測量ソフトです。
丁張りの上に直接釘を打つことが出来たり、階段のスミ出し（３次元）や法丁張りも光波だけで流れ
るように設置できます。操作方法も対話式なので、初めての方でも画面の表示通りに簡単に操作する
ことができます。
本体は、シャープ製ＰＣ－Ｅ６５０（リガードスペシャル仕様）を採用しており、２０００点の座標
（ファイル機能を使用しないと７５００点）が管理できます。動作も非常に安定しており、ファイル
機能とともにデータ保護の面でも安心して使用できます。
電源は単４乾電池で動作し、メモリ保護用リチウム電池によって電池交換をスムーズに行えます。
ハードカバーが付いているので、安心して持ち運びできます。

主な機能
□ やさしい対話式
□ 丁張りに直接釘を打つことができる（特許出願中）
□ 線を直接表示（特許出願中）
□ 国内外主要メーカーのトータルステーションに対応
□ ストレスを感じさせない動作スピード
□ 測距中の状態を常にモニターし快適操作

木の葉等で光が返って来ないと ｢ヤリナオシ｣の表示
□ 曲線はＥＣ，ＢＣどちらからでも測設可能
□ 直線も曲線も３Ｄ（３次元）で測設

階段のスミ出しもスムーズ
□ 新点計算機能
□ 電子野帳機能（データコレクタ）

座標が無くても直ちにスタートできる 新規現場機能
□ ファイル機能
□ パソコンとのデータ入出力

使用条件
位置出しには座標データが必要です。

（電子野帳機能は座標が無くてもスタートできます。）
座標が無い場合には、弊社で座標を組むサービスを行っています。
光波（ト－タルステーション）との組み合わせでの使用を推奨します。

ホライゾン９９で使用できる光波
データ出力端子から距離・水平角・高度角を出力できる、ソキア・トプコン・ペンタックス・ニコン・
ライカ・スペクトラプレシジョン（ジオジメーター）の光波測距儀で使用できます。
※トランシットでも使用できます。
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本マニュアル内での表記について
  マニュアル内の表記               示している内容
     “〇〇〇〇〇”                 本体表示部の文字
         〇〇                      キーボードから入力する文字
     [〇〇〇〇〇]                  本マニュアル内の他項目の参照

この説明書は基本的に光波モードでの説明になっています。トランシットで使用する場合は[トラン
シットモード]を参照してください。
プログラムの変更によって、マニュアル上の表記と若干異なる事があります。
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ホライゾンならこんな事がすぐにできます

丁張りの上に直接計画線形を
設置する。
同時に、勾配の設定を行う。

計画線形と現況物との
関係を、その場で確認する。

通り上が見通せない所に
通りズミを出す。

横断方向の見通し線を
任意の場所に設置する。
高さを入力することで
法丁張りを設置できる。
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あらかじめ座標を入力しなくても作業ができます。

現場で設定した軸で作業ができます。
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パソコン・光波との接続方法

接続ケーブルは確実にセットして下さい。
ケーブルは光波メーカー毎に異なりますので、ご使用になる
メーカーと機種を必ず確認して下さい。

接続ケーブルはシリアルアダプタをセットすることで、パソコンとの接続にも使用できます。パソコ
ン側のシリアルコネクタの形状はパソコンの機種によって異なることがあります。その場合には別途、
コネクタ形状変換アダプタが必要です。
レンタルの場合は、ご希望によりシリアルアダプタをレンタルしております。

PC-E650

光波用接続ケーブル
（パソコン用と兼用）

パソコン
光波（トータルステーション）

シリアルアダプタ
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ＰＣ－Ｅ６５０ 各部の名称

①表示部
②プリンタ／カセットインターフェイス接続端子
③プログラマブル・ファンクションキー
④モード指定キー
⑤リセットスイッチ
⑥電源オフキー
⑦電源オン／ブレークキー

⑧キーボード
⑨キヤリッジリターンキー

本文中ではENTと表記しています。
⑩シリアル入出力端子
⑪表示濃淡調整つまみ
⑫クリア・クリアエントリキー
⑬テンキー

ON・OFFキーは不用意に押されない様に、他のキーより少し低くなっています。
ホライゾン99では、不必要なキーを押すことがない様に、プログラム実行中は入力可能なキーを制
御しています。
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□ CALモードで電源をオフにしていた場合

通常、当プログラムのみを使用している場合は上記の表示になります。
プログラムを起動するには“スタート”と表示している下のPF5を押してください。

電源を入れて次のような表示になったときはPF1を押してください。
□ MAIN MENU・MATRIX・STAT・エンジニアモードで電源をオフにしていた場合

プログラムの起動と終了
起動

まず、計算機の電源を入れましよう。
計算機の左側にあるONキーを押してください。電源が入って次のように表示されます。

DEG
CAPS

MAIN MENU

ｴﾝｼﾞﾆｱMATRIX STATCALBASIC
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プログラムの実行途中で終了したい時は、PF5を押すことでメニュー画面になります。

終了

メニュー画面の表示にして0を押して下さい。
下の様な表示になるので、OFFを押して電源を切ります。

RUN
DEG

CAPS

ｵﾂｶﾚ ｻﾏﾃﾞｼﾀ
ｽｲｯﾁ ｦ OFF ｼﾃｸﾀﾞｻｲ

 PF5 ｷｰ ﾃﾞ ﾒﾆｭｰ1 ﾆ ﾓﾄﾞﾚﾏｽ



13

各メニューの説明
メニュー１

丁張りの設置など、現場にポイントを設置するためのメニューです。

任意の器械点を求める（後方交会法）
既知点より測量する
器械の初期設定

逆トラバース測量（角度と距離で位置を求める）
プリズムから出したい点までの距離を表示

直線・曲線の位置を求める
巾杭設置、直線・曲線を分割した位置を求める
直線・曲線上の決められた一点を求める

光波でレベルを求める（間接水準測量）
器械高を設定する

線の位置を出す。ラインからの離れで線の位置を直接求める
丁張りの上に直接釘を打つ

交点計算により新点を求める
７種類の計算メニューを搭載

電子野帳機能（データコレクタ）

ライカ307シリーズの制御
光波のON・OFF、0セット、レーザーのON・OFF等を直接制御
※“8.ライカMENU”の表示は[キシュ セッテイ]でライカを選択し
た時のみ表示

[メニュー2]を表示する

プログラムを終了する

1.キカイセッテイ

2.ポイントセッチ

3.センケイポイント

4.コウハデレベル

5.ホライゾン

6.シンテン

7.ヤチョウ

8.ライカ MENU

ENT.メニュー2ヘ

0.シュウリョウ
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メニュー２

データ入力などの補助メニューです。

1.ザヒョウヒョウジ

2.ザヒョウニュウリョク

3.ツウシン

4.キョクセンヨウソ

5.Ｒニュウリョク

6.ケイソクショリ

7.キシュセッテイ

ENT.メニュー1ヘ

0.シュウリョウ

入力されている座標を表示する

点名、Ｘ・Ｙ・Ｚ（高さ）の座標値を入力する

パソコン・ファイルとデーター通信をする

入力されている曲線要素（半径、ＩＡ等）を表示する

曲線の半径を入力する

入力済み座標の2点間距離・方向角、3点侠角、垂線距離などを表示
する

使用するモード（光波、トランシット）を設定する

[メニュー1]を表示する

プログラムを終了する
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操作時の注意事項
距離・高さの入力はメートル単位で行います。

例：85cm→ 0.85   952mm→ 0.952

角度の入力はＤＥＧＲＥＥ（度分秒）単位・右回りで行います。
度と分の間を小数点で区切り、分秒の間は何も入れずに60進数で入力します。

例：25°30′40″→25.3040   125°12′5″→125.1205

数値の入力で数字キーを誤って押してしまった場合は、BS（一番右の列の下から3個目のキー）か
PLAY BACK（ENTの左で横三角の2つのキー）を使用して、カーソルを戻して修正します。

操作の途中で一度中断したい場合はPF5（表示部の下で五つ並んでいる横長のキーの一番右 )を押す
と[メニュー1]の画面に戻ることができます。

各メニュー中の“ソクテイ”で距離を測定するときは、光波側が測距できる状態（測角・測距が切替
タイプの光波を使用する時は測距モード）で使用してください。

光波側の電源が切れている状態・[キシュ セッテイ]で機種選択を間違えた場合に測定をスタートす
ると、“***** ソクテイチュウ ******”と表示したままの状態となります。この場合ONを押してか
らPF5を押してスタート画面に戻って操作をやり直してください。

接続ケーブルはメーカー毎に仕様が異なりますので、使用する光波のメーカー・機種を確認してくだ
さい。

測定をスタートした時にプリズムが正しく視準されなかった場合（木の葉等で視準が遮られてしまっ
た場合）“ヒカリガカエッテコナイ ヤリナオシテENT”と表示されますので、もう一度視準の状態を
確認してENTを押してください。

測距の測定回数は通常1回で使用して下さい。2回以上測定する場合は 入力した回数で測定後、平
均した答えを計算し表示します。器械点を求めたり、境界を設置するなど、測量精度の必要な場合に
は測定回数を増やしてください。

数値の入力を要求される時、“[##]”（文字が、かぎ括弧で括られて表示されている）と表示されます。
表示されている文字で変更がなければ、そのままENTを押します。変更がある時はその文字を入力し、
ENTを押します。
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表示部の右上隅に“BATT”のシンボルが点灯した場合は、PC-E650本体内の電池が消耗したことを示
しています。このシンボルが点灯したときは、一度OFFを押して電源を切り、ONを押して再度電源を
入れてください。それでもなおこのシンボルが消えない時は、速やかに電池（単４電池４本）を交換
してください。

電池の消耗を防ぐ為、作業終了後はPC-E650本体と接続ケーブルは必ず外してください。

防水仕様にはなっていませんので、雨天時のご使用はご注意下さい。

プログラムを中断・終了させた状態で、R . ENTまたはR U N ENTとキーボードを押さないでくださ
い。入力されている全てのデータが消去されます。

プログラムの仕様の変更によって、本マニュアルと実際の表示とが異なる場合があります。
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1を押す

1.ニンイテン

2.キチテン セッテイ

3.キカイダカ セッテイ

4.キカイダカ ニュウリョク

5.カクドセイド

器械を任意の点にセットする場合（後方交会法）

器械を既知点にセットする場合

器械高を、仮ベンチの測定により設定

器械高を直接数値入力する
任意の高さでスタートする時などに使用

角度精度を入力する事で、光波側で角度の測設に誤りがあった場合
に警告する
逆トラバース等での角度合せのミスを防ぐ

各プログラムの操作方法

＊＊＊＊＊メニュー１＊＊＊＊＊
1.キカイセッテイ

器械点の初期設定を行います。

1-1.ニンイテン

既知の2点間の挟角と、そのうちの近い方の1点との距離を観測することにより、任意の器械点の位
置を設定します（後方交会法）。

 ****** ﾒﾆｭｰ1 ****** ｺｳﾊﾓｰﾄﾞ[ﾌｧｲﾙﾒｲ]
1.ｷｶｲｾｯﾃｲ    4.ｺｳﾊﾃﾞ ﾚﾍﾞﾙ  7.ﾔﾁｮｳ
2.ﾎﾟｲﾝﾄｾｯﾁ   5.ﾎﾗｲｿﾞﾝ      8.ﾗｲｶ MENU
3.ｾﾝｹｲﾎﾟｲﾝﾄ  6.ｼﾝﾃﾝ ENT.ﾒﾆｭｰ2ﾍ 0.ｼｭｳﾘｮｳ

 *** ｷｶｲｾｯﾃｲ ***  ｺｳﾊﾓｰﾄﾞ
1.ﾆﾝｲﾃﾝ            4.ｷｶｲﾀﾞｶ ﾆｭｳﾘｮｸ
2.ｷﾁﾃﾝ   ｾｯﾃｲ      5.ｶｸﾄﾞｾｲﾄﾞ
3.ｷｶｲﾀﾞｶ ｾｯﾃｲ      ENT.ﾒﾆｭｰ1ﾍ
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ゼロホウコウＮｏ．［＊＊］

キジュンクイＮｏ．［＊＊］

新点　ＴＰ０

距　
離

水平角

ゼロホウコウから器械点までの距離は、キ
ジュンクイから器械点までの距離よりも長く
なるようにします。

1-1-1.ニンイテン タカサナシ

既知の2点間の挟角と、そのうちの近い方の1点との距離を観測することにより、任意の器械点の位
置を設定します（後方交会法）。器械高は設定しません。

1を押す

1を押す

“[###]”は前に入力した番号
“=”の後にナンバーを入力してENT

1を押す

 ﾆﾝｲﾃﾝﾀｶｻﾅｼ
 ｾﾞﾛﾎｳｺｳNO.[###]=
 ｷｼﾞｭﾝｸｲNO.[###]=

 *** ｷｶｲｾｯﾃｲ ***  ｺｳﾊﾓｰﾄﾞ
1.ﾆﾝｲﾃﾝ            4.ｷｶｲﾀﾞｶ ﾆｭｳﾘｮｸ
2.ｷﾁﾃﾝ   ｾｯﾃｲ      5.ｶｸﾄﾞｾｲﾄﾞ
3.ｷｶｲﾀﾞｶ ｾｯﾃｲ      ENT.ﾒﾆｭｰ1ﾍ

 ***   ｷｶｲｾｯﾃｲ  ﾆﾝｲﾃﾝ    ***
1.ﾆﾝｲﾃﾝ  ﾀｶｻﾅｼ
2.ﾆﾝｲﾃﾝ  ﾀｶｻｱﾘ
ENT.ﾒﾆｭｰ1ﾍ

 ****** ﾒﾆｭｰ1 ****** ｺｳﾊﾓｰﾄﾞ[ﾌｧｲﾙﾒｲ]
1.ｷｶｲｾｯﾃｲ    4.ｺｳﾊﾃﾞ ﾚﾍﾞﾙ  7.ﾔﾁｮｳ
2.ﾎﾟｲﾝﾄｾｯﾁ   5.ﾎﾗｲｿﾞﾝ      8.ﾗｲｶ MENU
3.ｾﾝｹｲﾎﾟｲﾝﾄ  6.ｼﾝﾃﾝ ENT.ﾒﾆｭｰ2ﾍ 0.ｼｭｳﾘｮｳ
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ゼロホウコウＮｏ．［＊＊］

ベツノキジュンクイＮｏ．［＊＊］

新点　ＴＰ０

水平角

キジュンクイＮｏ．［＊＊］

別の基準杭までの角度を、光波を振って確認
ENT他の基準杭で再確認する
1終了して[メニュー1]に戻る
2はじめからやり直し
3今求めた器械点に番号を付けて記憶

[キカイセッテイ]-[ニンイテン]で求めた器械点の位置は、再度器械点を求めるまで“Ｔ０”として
記憶されます。最初に求めた器械点で連続して位置出しを行う場合、本体の電源がOFFになっていて
も、再度器械点を求める必要はありません。

器械点設定完了
9オフセット
ENT次へ進む
1はじめからやり直し

光波の測定回数を入力してENT

他の基準杭で確認
ナンバーを入力してENT　　　　

ｷｶｲﾃﾝｦ NO.0 ﾆﾄｳﾛｸｼﾏｼﾀ

9.ｵﾌｾｯﾄ   ENT.OK    1.ﾔﾘﾅｵｼ

 ｶｸﾆﾝｷｼﾞｭﾝｸｲNO.=###
 ｽｲﾍｲｶｸﾄﾞ=  ###°##′##″ｽｲﾍｲｷｮﾘ= ###.###
 ｶｸﾄﾞｦ ｶｸﾆﾝｾﾖ
 ENT.ﾀﾉｷｼﾞｭﾝｸｲ  1.OK  2.ﾔﾘﾅｵｼ  3.ｷｶｲﾃﾝﾉｷｵ

 ﾐﾗｰ ｦ ｼｼﾞｭﾝ ｼﾃ ENT ｽﾀｰﾄ (PF5 ｼｭｳﾘｮｳ）
 ｿｸﾃｲｶｲｽｳ[#]=

ﾍﾞﾂﾉｷｼﾞｭﾝｸｲﾃﾞｶｸﾆﾝｾﾖ
ｷｼﾞｭﾝｸｲNO.[###]=
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←高さ有り

ゼロホウコウＮｏ．［＊＊］

キジュンクイＮｏ．［＊＊］

新点　ＴＰ０

距　
離

水平角

ゼロホウコウから器械点までの距離は、キ
ジュンクイから器械点までの距離よりも長く
なるようにします。

1を押す

1を押す

“[###]”は前に入力した番号
“=”の後にナンバーを入力してENT
基準杭（距離を測定する点）の高さを入力してENT

2を押す

1-1-2.ニンイテン タカサアリ

既知の2点間の挟角と、そのうちの近い方の1点との距離と高さを観測することにより、任意の器械
点の位置と器械高を設定します（後方交会法）。

 ﾆﾝｲﾃﾝﾀｶｻｱﾘ
 ｾﾞﾛﾎｳｺｳNO.[###]=
 ｷｼﾞｭﾝｸｲNO.[$$$]=
 $$$ﾉﾀｶｻﾊ[##]=？

 *** ｷｶｲｾｯﾃｲ ***  ｺｳﾊﾓｰﾄﾞ
1.ﾆﾝｲﾃﾝ            4.ｷｶｲﾀﾞｶ ﾆｭｳﾘｮｸ
2.ｷﾁﾃﾝ   ｾｯﾃｲ      5.ｶｸﾄﾞｾｲﾄﾞ
3.ｷｶｲﾀﾞｶ ｾｯﾃｲ      ENT.ﾒﾆｭｰ1ﾍ

 ***   ｷｶｲｾｯﾃｲ  ﾆﾝｲﾃﾝ    ***
1.ﾆﾝｲﾃﾝ  ﾀｶｻﾅｼ
2.ﾆﾝｲﾃﾝ  ﾀｶｻｱﾘ
ENT.ﾒﾆｭｰ1ﾍ

 ****** ﾒﾆｭｰ1 ****** ｺｳﾊﾓｰﾄﾞ[ﾌｧｲﾙﾒｲ]
1.ｷｶｲｾｯﾃｲ    4.ｺｳﾊﾃﾞ ﾚﾍﾞﾙ  7.ﾔﾁｮｳ
2.ﾎﾟｲﾝﾄｾｯﾁ   5.ﾎﾗｲｿﾞﾝ      8.ﾗｲｶ MENU
3.ｾﾝｹｲﾎﾟｲﾝﾄ  6.ｼﾝﾃﾝ ENT.ﾒﾆｭｰ2ﾍ 0.ｼｭｳﾘｮｳ
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ゼロホウコウＮｏ．［＊＊］

ベツノキジュンクイＮｏ．［＊＊］

新点　ＴＰ０

水平角

キジュンクイＮｏ．［＊＊］

ミラーの高さを入力してENT
ミラーの高さについては[4.コウハデレベル]参照

別の基準杭までの角度を、光波を振って確認
ENT他の基準杭で再確認する
1終了して[メニュー1]に戻る
2はじめからやり直し
3今求めた器械点に番号を付けて記憶

器械点設定完了
9オフセット
ENT次へ進む
1はじめからやり直し

光波の測定回数を入力してENTを押す

他の基準杭で確認
ナンバーを入力してENT　　　　

[キカイセッテイ]-[ニンイテン]で求めた器械点の位置は、再度器械点を求めるまで“Ｔ０”として
記憶されます。最初に求めた器械点で連続して位置出しを行う場合、本体の電源がOFFになっていて
も、再度器械点を求める必要はありません。

ｷｶｲﾃﾝｦ NO.0 ﾆﾄｳﾛｸｼﾏｼﾀ

9.ｵﾌｾｯﾄ   ENT.OK    1.ﾔﾘﾅｵｼ

 ｶｸﾆﾝｷｼﾞｭﾝｸｲNO.=###
 ｽｲﾍｲｶｸﾄﾞ=  ###°##′##″ｽｲﾍｲｷｮﾘ= ###.###
 ｶｸﾄﾞｦ ｶｸﾆﾝｾﾖ
 ENT.ﾀﾉｷｼﾞｭﾝｸｲ  1.OK  2.ﾔﾘﾅｵｼ  3.ｷｶｲﾃﾝﾉｷｵ

ﾍﾞﾂﾉｷｼﾞｭﾝｸｲﾃﾞｶｸﾆﾝｾﾖ
ｷｼﾞｭﾝｸｲNO.[###]=

ﾐﾗｰﾉﾀｶｻﾊ[##]=？

ﾐﾗｰﾉﾀｶｻﾊ[##]=##
ﾐﾗｰ ｦ ｼｼﾞｭﾝ ｼﾃ ENT ｽﾀｰﾄ(PF5 ｼｭｳﾘｮｳ）
ｿｸﾃｲｶｲｽｳ[#]=?
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1-2.キチテンセッテイ

既知の2点のうち1点に器械を設置し、もう1点を0°方向として器械点の位置を設定します。

器械の水平角度を0°にしたポイントのナンバーを
入力してENT

高さを設定せずに測量する時は“0”を入力してENT
器械点の高さが分かっていて、高さを設定して測量
する時には、[1-4.キカイダカ ニュウリョク]の項目
を参照して、“キカイダカ（IH）”を入力

器械を設置したナンバーを入力してENT

ENT終了して[メニュー1]に戻る
1はじめからやり直し

1を押す

2を押す

 ｷﾁﾃﾝ  ｾｯﾃｲ
ｷｶｲﾃﾝNO．[T##]=
ｾﾞﾛﾎｳｺｳNO．[T##]=

 ｷﾁﾃﾝ  ｾｯﾃｲ
ｷｶｲﾃﾝNO．[T##]=
ｾﾞﾛﾎｳｺｳNO．[T##]=
ｷｶｲﾀﾞｶ(IH)[##]=?

 ｷﾁﾃﾝ  ｾｯﾃｲ
ｷｶｲﾃﾝNO．[T##]=

 ｷﾁﾃﾝ  ｾｯﾃｲ
ｷｶｲﾃﾝNO．[T##]=
ｾﾞﾛﾎｳｺｳNO．[T##]=
                   ENT.ﾒﾆｭｰ1ﾍ   1.ﾔﾘﾅｵｼ

 *** ｷｶｲｾｯﾃｲ ***  ｺｳﾊﾓｰﾄﾞ
1.ﾆﾝｲﾃﾝ            4.ｷｶｲﾀﾞｶ ﾆｭｳﾘｮｸ
2.ｷﾁﾃﾝ   ｾｯﾃｲ      5.ｶｸﾄﾞｾｲﾄﾞ
3.ｷｶｲﾀﾞｶ ｾｯﾃｲ      ENT.ﾒﾆｭｰ1ﾍ

 ****** ﾒﾆｭｰ1 ****** ｺｳﾊﾓｰﾄﾞ[ﾌｧｲﾙﾒｲ]
1.ｷｶｲｾｯﾃｲ    4.ｺｳﾊﾃﾞ ﾚﾍﾞﾙ  7.ﾔﾁｮｳ
2.ﾎﾟｲﾝﾄｾｯﾁ   5.ﾎﾗｲｿﾞﾝ      8.ﾗｲｶ MENU
3.ｾﾝｹｲﾎﾟｲﾝﾄ  6.ｼﾝﾃﾝ ENT.ﾒﾆｭｰ2ﾍ 0.ｼｭｳﾘｮｳ
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キカイダカ
　　ＩＨ

ベンチノタカサ

ミラーノタカサ

十字線をプリズムの
ターゲットに合わせる

1-3.キカイダカ セッテイ

器械高をＢＭの高さから設定します。

光波の測定回数を入力してENT

ベンチの高さとミラーの高さを入力
[***] は前の設定値
同じで良ければそのままENT

器械高を設定

0を押して[メニュー1]に戻る

3を押す

ﾍﾞﾝﾁ ﾉ ﾀｶｻﾊ[###]=?　　  　  　　　　
ﾐﾗｰ ﾉ ﾀｶｻﾊ [###]=?

ﾐﾗｰ ｦ ｼｼﾞｭﾝ ｼﾃ ENT ｽﾀｰﾄ (PF5 ｼｭｳﾘｮｳ)
ｿｸﾃｲｶｲｽｳ[#]=?

ｷｶｲﾀｶ(IH)= ###.###

9.ｵﾌｾｯﾄ  ENT.ﾀｶｻﾀﾞｼ  1.ﾔﾘﾅｵｼ 0.ﾒﾆｭｰ1ﾍ

 *** ｷｶｲｾｯﾃｲ ***  ｺｳﾊﾓｰﾄﾞ
1.ﾆﾝｲﾃﾝ            4.ｷｶｲﾀﾞｶ ﾆｭｳﾘｮｸ
2.ｷﾁﾃﾝ   ｾｯﾃｲ      5.ｶｸﾄﾞｾｲﾄﾞ
3.ｷｶｲﾀﾞｶ ｾｯﾃｲ      ENT.ﾒﾆｭｰ1ﾍ
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1-4.キカイダカ ニュウリョク

器械高を自由に設定します。

4を押す

現在の器械高(IH)を表示する
設定したい高さを入力してENT

ENTメニュー1へ
1はじめからやり直し

器械高を入力して高さありで作業した後に、高さなしで各プログラムの各種高さの表示を消して作業
したい時には、器械高に“0”を入力します。

ｷｶｲﾀﾞｶ ﾆｭｳﾘｮｸ
ｷｶｲﾀﾞｶ(IH)[##.###] = ?

ｷｶｲﾀﾞｶ(IH)ｦ  ##.###ﾆ ｾｯﾃｲｼﾏｼﾀ
                     ENT.ﾒﾆｭｰ1ﾍ   1.ﾔﾘﾅｵｼ

 *** ｷｶｲｾｯﾃｲ ***  ｺｳﾊﾓｰﾄﾞ
1.ﾆﾝｲﾃﾝ            4.ｷｶｲﾀﾞｶ ﾆｭｳﾘｮｸ
2.ｷﾁﾃﾝ   ｾｯﾃｲ      5.ｶｸﾄﾞｾｲﾄﾞ
3.ｷｶｲﾀﾞｶ ｾｯﾃｲ      ENT.ﾒﾆｭｰ1ﾍ
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1-5.カクドセイド

[ポイントセッチ]のプログラムなどで、光波側に角度合わせの誤りがあった時に表示される警告の条
件を設定します。光波での角度合わせが入力した数値以上にずれた場合には、再度角度を合わせるよ
うに指示されます。

5を押す

変更したい場合は角度を入力してENT

[カクドセイド]のプログラムを操作をする度に初期設定の0°01′00″に戻ります。
通常使用では初期設定をお薦めしますが、ラフに位置を出したい時は、角度の値を大きくする事に
よって作業の能率が上がります。
[ポイントセッチ]のプログラムなどで、光波での角度合わせが入力した数値以上にずれた場合は、以
下のように表示されます。

ENTメニュー１へ
1はじめからやり直し

測角に誤りがある場合は角度修正の表示
 ミギヘマワセ   右へ表示角度分修正
 ヒダリヘマワセ 左へ表示角度分修正

 *** ｷｶｲｾｯﾃｲ ***  ｺｳﾊﾓｰﾄﾞ
1.ﾆﾝｲﾃﾝ            4.ｷｶｲﾀﾞｶ ﾆｭｳﾘｮｸ
2.ｷﾁﾃﾝ   ｾｯﾃｲ      5.ｶｸﾄﾞｾｲﾄﾞ
3.ｷｶｲﾀﾞｶ ｾｯﾃｲ      ENT.ﾒﾆｭｰ1ﾍ

ｶｸﾄﾞｾｲﾄﾞ［   0°01′00″］= ?

ｶｸﾄﾞｾｲﾄﾞ［   0°01′00″］=
ｶｸﾄﾞｾｲﾄﾞｦ   0°01′00″ﾆ ｼﾏｽ
                     ENT.ﾒﾆｭｰ1ﾍ   1.ﾔﾘﾅｵｼ

 ｺﾀｴﾉｶｸﾄﾞ=???°??′??″
     **°**′**″ ﾐｷﾞﾍﾏﾜｾ
 ｶｸﾄﾞｦｱﾜｾ  ENT
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ゼロホウコウＮｏ

ポイント

キカイテン

計算
値

測定
値

較差スイヘイカクド

2.ポイントセッチ
測設するポイントまでの水平角と水平距離、高さありの場合は高低差を表示します。[1.キカイセッ
テイ]で器械高を求めていない場合には[2-1.ポイントセッチ（高さなし）]、器械高を求めている場
合には[2-2.ポイントセッチ（高さあり）]のメニューになります。

2-1.ポイントセッチ（高さなし）

測設するポイントまでの水平角・水平距離を表示します。

2を押す

光波の水平角を表示に合わせてから、プリズムの位
置を決めて9を押す
1表示されている次のポイントのデータを表示
2表示されている前のポイントのデータを表示

2行目に器械条件を表示
（変更する場合は[1.キカイセッテイ]）
測設したいポイントのNOを入力してENT

 ﾎﾟｲﾝﾄｾｯﾁ
ｷｶｲﾃﾝNO.=T0 ｾﾞﾛﾎｳｺｳNO.=###
ﾎﾟｲﾝﾄNO.[###]=

 ﾎﾟｲﾝﾄNO.= ###
 ｽｲﾍｲｶｸﾄﾞ=  245°40′47″ ｽｲﾍｲｷｮﾘ=13.994

 1.ﾂｷﾞﾉNO.ﾍ  2.ﾏｴﾉNO.ﾍ  0.ﾒﾆｭｰ1ﾍ  9.ｿｸﾃｲ

 ****** ﾒﾆｭｰ1 ****** ｺｳﾊﾓｰﾄﾞ[ﾌｧｲﾙﾒｲ]
1.ｷｶｲｾｯﾃｲ    4.ｺｳﾊﾃﾞ ﾚﾍﾞﾙ  7.ﾔﾁｮｳ
2.ﾎﾟｲﾝﾄｾｯﾁ   5.ﾎﾗｲｿﾞﾝ      8.ﾗｲｶ MENU
3.ｾﾝｹｲﾎﾟｲﾝﾄ  6.ｼﾝﾃﾝ ENT.ﾒﾆｭｰ2ﾍ 0.ｼｭｳﾘｮｳ
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ゼロホウコウＮｏ

ポイント

キカイテン

マエ
ニ

ウシ
ロニ

スイヘイカクド

ポイントとプリズムの距離の較差を表示
1m以下になるとmm単位でも表示
9オフセット
ENT再度測定する
0はじめからやり直し

光波の測定回数を入力してENT

 ﾎﾟｲﾝﾄNO.=###
 ｽｲﾍｲｶｸﾄﾞ=  ###°##′##″ ｽｲﾍｲｷｮﾘ= ###.##
 **ﾏｴﾆ 0.823 m  (823 mm) **
 9.ｵﾌｾｯﾄ         ENT.ｿｸﾃｲ  0.ｿｸﾃｲｼｭｳﾘｮｳ

ﾐﾗｰ ｦ ｼｼﾞｭﾝ ｼﾃ ENT ｽﾀｰﾄ(PF5 ｼｭｳﾘｮｳ）
ｿｸﾃｲｶｲｽｳ[#]=?
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2-2.ポイントセッチ（高さあり）

測設するポイントまでの水平角・水平距離・高低差を表示します。

2を押す

2行目に器械条件を表示
（変更する場合は[1.キカイセッテイ]）
測設したいポイントのNOを入力してENT
ポイントの高さを入力してENT
（表示されるのは、ポイントのZ座標に入力されてい
る値）

ミラーの高さを入力してENT
光波の測定回数を入力してENT

光波の水平角を表示に合わせてから、プリズムの位
置を決めて9を押す
1表示されている次のポイントのデータを表示
2表示されている前のポイントのデータを表示

 ﾎﾟｲﾝﾄｾｯﾁ  **ﾀｶｻｱﾘ**
 ｷｶｲﾃﾝNO.=T0 ｾﾞﾛﾎｳｺｳNO.=###
 ﾎﾟｲﾝﾄNO.[###]=
 ###ﾉﾀｶｻﾊ[##.###]=？

 ﾎﾟｲﾝﾄNO.= ###      ﾎﾟｲﾝﾄﾀﾞｶ=13.100
 ｽｲﾍｲｶｸﾄﾞ=  245°40′47″ ｽｲﾍｲｷｮﾘ=13.994

 1.ﾂｷﾞﾉNO.ﾍ  2.ﾏｴﾉNO.ﾍ  0.ﾒﾆｭｰ1ﾍ  9.ｿｸﾃｲ

ﾐﾗｰﾉﾀｶｻﾊ[##]=？
ﾐﾗｰ ｦ ｼｼﾞｭﾝ ｼﾃ ENT ｽﾀｰﾄ(PF5 ｼｭｳﾘｮｳ）
ｿｸﾃｲｶｲｽｳ[#]=?

 ****** ﾒﾆｭｰ1 ****** ｺｳﾊﾓｰﾄﾞ[ﾌｧｲﾙﾒｲ]
 1.ｷｶｲｾｯﾃｲ    4.ｺｳﾊﾃﾞ ﾚﾍﾞﾙ  7.ﾔﾁｮｳ
 2.ﾎﾟｲﾝﾄｾｯﾁ   5.ﾎﾗｲｿﾞﾝ      8.ﾗｲｶ MENU
 3.ｾﾝｹｲﾎﾟｲﾝﾄ  6.ｼﾝﾃﾝ ENT.ﾒﾆｭｰ2ﾍ 0.ｼｭｳﾘｮｳ
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ポイントとプリズムの距離の較差を表示
1m以下になるとmm単位でも表示
9オフセット
ENT再度測定する
0はじめからやり直し

 ﾎﾟｲﾝﾄNO.= ###      ﾎﾟｲﾝﾄﾀﾞｶ＝13.100
 ｽｲﾍｲｶｸﾄﾞ=  ???°??′??″ ｽｲﾍｲｷｮﾘ= ???.??
 **ﾏｴﾆ 0.823m (823mm) ** **107mmｱｹﾞﾖ **
 9.ｵﾌｾｯﾄ         ENT.ｿｸﾃｲ  0.ｿｸﾃｲｼｭｳﾘｮｳ



30

ゼロホウコウＮｏ

キカイテン

スイヘイカクド

キョ
リ

ライン

ライ
ンカ
ラ

  ミ
ギヘ

ホウコウＮＯ

ポイントＮＯ

バックサイト（水平角度０°）

3.センケイポイント
直線・曲線を分割、または指定の距離でポイントを決め、そのポイントまでの水平角・水平距離・高
低差を表示します。このプログラムは出したい線分を直線・曲線の区別なく、また前後どちらからで
も出すことができます。

3-1.センケイポイント トウブンカツ

直線・曲線を等分割し、それらのポイントまでの水平角・水平距離・高低差を順番に表示します。こ
こでは曲線の測設例を説明しますが、直線の測設ではR・CL等の要素が表示されないだけで、基本的
な操作は同じです。ポイントNO・方向NOに高さが入力されていれば、高さも分割して表示します。

測設したい曲線のECの NOを入力してENT
“スイセンホウコウ”は[応用編]を参照

3を押す

2行目に器械条件を表示
（変更する場合は[1.キカイセッテイ]）
測設したい曲線のBCの NOを入力してENT

ｾﾝｹｲﾎﾟｲﾝﾄ
ｷｶｲﾃﾝNO.=T0   ｾﾞﾛﾎｳｺｳNO.=###
ﾎﾟｲﾝﾄNO.[###]= ?

ｷｶｲﾃﾝNO.=[T0]   ｾﾞﾛﾎｳｺｳNO.[###]=
ﾎﾟｲﾝﾄNO.[###]=
    ｽｲｾﾝ ﾎｳｺｳ ﾊ 2ﾃﾝｦ NO.???－??? ﾄﾆｭｳﾘｮｸ
ﾎｳｺｳNO.[###]= ?

 ****** ﾒﾆｭｰ1 ****** ｺｳﾊﾓｰﾄﾞ[ﾌｧｲﾙﾒｲ]
 1.ｷｶｲｾｯﾃｲ    4.ｺｳﾊﾃﾞ ﾚﾍﾞﾙ  7.ﾔﾁｮｳ
 2.ﾎﾟｲﾝﾄｾｯﾁ   5.ﾎﾗｲｿﾞﾝ      8.ﾗｲｶ MENU
 3.ｾﾝｹｲﾎﾟｲﾝﾄ  6.ｼﾝﾃﾝ ENT.ﾒﾆｭｰ2ﾍ 0.ｼｭｳﾘｮｳ
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センターライン

ポ
イ
ン
ト
Ｎ
Ｏ

  
  
  
 Ｂ
Ｃ

ホ
ウ
コ
ウ
Ｎ
Ｏ

Ｅ
Ｃ

プラ
ス

マイ
ナス

＋

－

Ｃ　Ｌ

ハナレＣＬ

Ｐ
０

Ｐ１
Ｐ２ Ｐ３

Ｐ
４

Ｐ０

Ｐ１

ク
イカ
ン

Ｍチ

分割数を入力してENT
表示されているのは推薦分割数なので、よければそ
のままENT

例えば４分割にすると５点計算されてP0～P4に登
録
1BCから測設する
2ECから測設する

指定したラインでポイントNOからホウコウNOに対
して右側はプラス（＋）、左側はマイナス（－）、線
上は０として、はなれを入力してENT
1を押す

光波の水平角を表示に合わせてから、プリズムの位
置を決めて9を押す
1表示されている次のポイントのデータを表示
2表示されている前のポイントのデータを表示

ﾊﾅﾚﾉCL ##.### ｸｲｶﾝ #.### Mﾁ #.###
ﾌﾞﾝｶﾂｽｳ[##]= ?

NO. ###～ NO. ###  ｸｲｶﾝ##.###
ｾﾞﾝﾌﾞﾃﾞ  5ﾃﾝﾃﾞｽ NO.PO～NO.4 ﾆ ﾄｳﾛｸｼﾏｼﾀ

1.ﾊｼﾞﾒｶﾗ  2.ｻｲｺﾞｶﾗ   3.ﾍﾞﾂﾉNO.ﾍ  0.ﾒﾆｭ－

( P 0 / # )    ﾊﾅﾚ= #
ｽｲﾍｲｶｸﾄﾞ= ###°##′##″ｽｲﾍｲｷｮﾘ= ##.###

1.ﾂｷﾞﾉ P.ﾍ  2.ﾏｴﾉ P.ﾍ  0.ｼｭｳﾘｮｳ  9.ｿｸﾃｲ

 NO.###～NO.### Ｒ=##.###  CL=##.###
 ﾗｲﾝｶﾗﾐｷﾞﾍ[#]= ?

 1.ﾄｳﾌﾞﾝｶﾂ  2.ｼﾃｲｷｮﾘ  3.ﾔﾘﾅｵｼ  0.ﾒﾆｭ－1ﾍ
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ポイントとプリズムの距離の較差を表示
1m以下になるとmm単位でも表示
9オフセット
ENT再度測定する
0測設するポイントを選択する画面へ

光波の測定回数を入力してENT
　ﾐﾗｰ ｦ ｼｼﾞｭﾝ ｼﾃ  ENT ｽﾀｰﾄ
　ｿｸﾃｲｶｲｽｳ [#]= ?

　( P 0 / # )   ﾊﾅﾚ= #
ｽｲﾍｲｶｸﾄﾞ= ###°##′##″ｽｲﾍｲｷｮﾘ= ##.###
　**ﾏｴﾆ 1.823 m **
9.ｵﾌｾｯﾄ         ENT.ｿｸﾃｲ  0.ｿｸﾃｲｼｭｳﾘｮｳ
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ライントノハナレ

ポイントＮｏ

ホウコウＮｏ

ポイントトノキョリ

ポイントトノキョリ

（＋）

（－）

（－）

3-2.センケイポイント シテイキョリ

直線・曲線において指定した距離・はなれでポイントを決め（逃げ点）、そのポイントまでの水平角・
水平距離・高低差を表示します。ここでは直線の測設例を説明しますが、曲線の測設ではR・CL等の
要素が表示されるだけで、基本的な操作は同じです。ポイントNO・方向NOに高さが入力されていれ
ば、高さも分割して表示します。

測設したい直線の方向のNOを入力してENT
“スイセンホウコウ”は[応用編]を参照

3を押す

2行目に器械条件を表示
（変更する場合は[1.キカイセッテイ]）
測設したい直線の始まりのNOを入力してENT

ｾﾝｹｲﾎﾟｲﾝﾄ      　　　　　　　　　　　　　
ｷｶｲﾃﾝNO.=T0      ｾﾞﾛﾎｳｺｳNO.=###
ﾎﾟｲﾝﾄNO.[###]=

 ****** ﾒﾆｭｰ1 ****** ｺｳﾊﾓｰﾄﾞ[ﾌｧｲﾙﾒｲ]
 1.ｷｶｲｾｯﾃｲ    4.ｺｳﾊﾃﾞ ﾚﾍﾞﾙ  7.ﾔﾁｮｳ
 2.ﾎﾟｲﾝﾄｾｯﾁ   5.ﾎﾗｲｿﾞﾝ      8.ﾗｲｶ MENU
 3.ｾﾝｹｲﾎﾟｲﾝﾄ  6.ｼﾝﾃﾝ ENT.ﾒﾆｭｰ2ﾍ 0.ｼｭｳﾘｮｳ

ｷｶｲﾃﾝNO.=[T0]   ｾﾞﾛﾎｳｺｳNO.[###]=
ﾎﾟｲﾝﾄNO.[###]=
    ｽｲｾﾝ ﾎｳｺｳ ﾊ 2ﾃﾝｦ NO.???－??? ﾄﾆｭｳﾘｮｸ
ﾎｳｺｳNO.[###]= ?
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ポイントNOからセンターライン上での距離を入力。

P0 ポイントNOから、入力したはなれだけ真横の点
P1 求める逃げ点
1P0を測設する
2逃げ点を測設する

光波の水平角を表示に合わせてから、プリズムの位
置を決めて9を押す
1表示されている次のポイントのデータを表示
2表示されている前のポイントのデータを表示

光波の測定回数を入力してENT

ポイントとプリズムの距離の較差を表示
1m以下になるとmm単位でも表示
9オフセット
ENT再度測定する
0測設するポイントを選択する画面へ

 NO. ###～ NO. ###  ｸｲｶﾝ ##.###
ｾﾞﾝﾌﾞﾃﾞ 2ﾃﾝﾃﾞｽ  NO.PO～P 1 ﾆ ﾄｳﾛｸｼﾏｼﾀ

1.ﾊｼﾞﾒｶﾗ  2.ｻｲｺﾞｶﾗ   3.ﾍﾞﾂﾉNO.ﾍ  0.ﾒﾆｭ－

 ( P 1 / 1 )   ﾊﾅﾚ= #
ｽｲﾍｲｶｸﾄﾞ= ###°##′##″ ｽｲﾍｲｷｮﾘ= ###.##
1.ﾂｷﾞﾉ P.ﾍ  2.ﾏｴﾉ P.ﾍ  0.ｼｭｳﾘｮｳ  9.ｿｸﾃｲ

 ( P 1 / 1 ) ﾊﾅﾚ= #　
ｽｲﾍｲｶｸﾄﾞ=###°##′##″ ｽｲﾍｲｷｮﾘ= ###.##
 **ﾏｴﾆ 1.823 m **
 9.ｵﾌｾｯﾄ      ENT.ｿｸﾃｲ  0.ｿｸﾃｲｼｭｳﾘｮｳ

 ｴﾝﾁｮｳ  ###.###　　　　　
 ｾﾝﾀｰｷｮﾘﾊ [###.###]= ?

 NO.###～NO.###   L=##.###
 ﾗｲﾝｶﾗﾐｷﾞﾍ[#]= ?

 1.ﾄｳﾌﾞﾝｶﾂ  2.ｼﾃｲｷｮﾘ  3.ﾔﾘﾅｵｼ  0.ﾒﾆｭ－1ﾍ

指定したラインでポイントNOからホウコウNOに対
して右側はプラス（＋）、左側はマイナス（－）、線
上は０として、はなれを入力してENT
2を押す

　ﾐﾗｰ ｦ ｼｼﾞｭﾝ ｼﾃ  ENT ｽﾀｰﾄ
　ｿｸﾃｲｶｲｽｳ [#]= ?
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キカイダカ
　　ＩＨ

ベンチノタカサ

ミラーノタカサ

十字線をプリズムの
ターゲットに合わせる

4.コウハデレベル
光波を使用して間接水準測量を行います

光波の測定回数を入力してENT

4を押す

1を押す
ｺｳﾊﾃﾞﾚﾍﾞﾙ
1.ｷｶｲﾀﾞｶ ﾉ ｾｯﾃｲ 　　　　　　　　　　　　
2.ﾀｶｻ ﾀﾞｼ

ﾍﾞﾝﾁ ﾉ ﾀｶｻﾊ[###]=？

ﾐﾗｰ ﾉ ﾀｶｻﾊ [##]=##
ﾐﾗｰ ｦ ｼｼﾞｭﾝ ｼﾃ  ENT ｽﾀｰﾄ (PF5 ｼｭｳﾘｮｳ)
ｿｸﾃｲｶｲｽｳ[#]= ？

ﾐﾗｰﾉ ﾀｶｻﾊ [###]=？

 ****** ﾒﾆｭｰ1 ****** ｺｳﾊﾓｰﾄﾞ[ﾌｧｲﾙﾒｲ]
 1.ｷｶｲｾｯﾃｲ    4.ｺｳﾊﾃﾞ ﾚﾍﾞﾙ  7.ﾔﾁｮｳ
 2.ﾎﾟｲﾝﾄｾｯﾁ   5.ﾎﾗｲｿﾞﾝ      8.ﾗｲｶ MENU
 3.ｾﾝｹｲﾎﾟｲﾝﾄ  6.ｼﾝﾃﾝ ENT.ﾒﾆｭｰ2ﾍ 0.ｼｭｳﾘｮｳ

ベンチの高さを入力してENT

ミラー高を入力してENT
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ポイントノタカサ

モトメルタカサ

ミラーノタカサ

ポイントとプリズムの高さの較差を表示
1m以下になるとmm単位で表示
9オフセット
ENT再度測定する
1[コウハデレベル]のメニューへ

高さを測設したいところにプリズムを設置して、光
波を向ける。
光波の測定回数を入力してENT

器械高を計算・記憶
ENTを押して[タカサダシ]をする

測設したい高さを入力してENT

ﾓﾄﾒﾙ     ﾀｶｻﾊ =   ###.###
ﾎﾟｲﾝﾄ ﾉ  ﾀｶｻﾊ =   ###.###
*** 1.823 m ｻｹﾞﾖ ***
9.ｵﾌｾｯﾄ  ENT.ｸﾘｶｴｽ  1.ﾊｼﾞﾒﾆﾓﾄﾞﾙ  0.ﾒﾆｭｰ1ﾍ

ﾐﾗｰ ﾉ ﾀｶｻﾊ [##]=##
ﾐﾗｰ ｦ ｼｼﾞｭﾝ ｼﾃ  ENT ｽﾀｰﾄ (PF5 ｼｭｳﾘｮｳ)
ｿｸﾃｲｶｲｽｳ[#]= ？

ﾓﾄﾒﾙ ﾀｶｻﾊ[###] =？

ﾐﾗｰﾉﾀｶｻﾊ [###] =？

ｷｶｲﾀｶ(IH)= ###.###　

9.ｵﾌｾｯﾄ ENT.ﾀｶｻﾀﾞｼ  1.ﾔﾘﾅｵｼ   0.ﾒﾆｭｰ1ﾍ

ミラー高を入力してENT
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ハナレ

ポイントＮｏ

ホウコウＮｏ

ポイントトノキョリ

ポイントトノキョリ

（＋）

（－）

（－）

5.ホライゾン
プリズムの位置を指定した線形からのはなれと距離で表示します。ポイントNO・方向NOに高さが入
力されていれば、高さの較差も表示します。

5-1.ホライゾン （直線・高さなし）

5を押す

2行目に器械条件を表示
（変更する場合は[1.キカイセッテイ]）
測設したい直線の始まりのNOを入力してENT

測設したい直線の方向のNOを入力してENT
“スイセンホウコウ”は[応用編]を参照

ﾎﾗｲｿﾞﾝ
ｷｶｲﾃﾝ   NO.=T0 　 ｾﾞﾛﾎｳｺｳNO.=###
ﾎﾟｲﾝﾄNO. [###]=　

ｷｶｲﾃﾝNO.=###  ｾﾞﾛﾎｳｺｳNO.=###
ﾎﾟｲﾝﾄNO.[###]=
ｽｲｾﾝ  ﾎｳｺｳ ﾊ  2ﾃﾝｦ  NO. ???-???  ﾄﾆｭｳﾘｮｸ
ﾎｳｺｳNO.[###]=

NO.###～###      L=##.###
ﾗｲﾝｶﾗﾐｷﾞﾍ[###]=？

         1.ﾔﾘﾅｵｼ    0.ﾒﾆｭ－1ﾍ    9.ｿｸﾃｲ

 ****** ﾒﾆｭｰ1 ****** ｺｳﾊﾓｰﾄﾞ[ﾌｧｲﾙﾒｲ]
 1.ｷｶｲｾｯﾃｲ    4.ｺｳﾊﾃﾞ ﾚﾍﾞﾙ  7.ﾔﾁｮｳ
 2.ﾎﾟｲﾝﾄｾｯﾁ   5.ﾎﾗｲｿﾞﾝ      8.ﾗｲｶ MENU
 3.ｾﾝｹｲﾎﾟｲﾝﾄ  6.ｼﾝﾃﾝ ENT.ﾒﾆｭｰ2ﾍ 0.ｼｭｳﾘｮｳ

指定したラインでポイントNOからホウコウNOに対
して右側はプラス（＋）、左側はマイナス（－）、線
上は０として、はなれを入力してENT
9を押す
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ホウコウＮｏ

ホウコウＮｏ

ポイントＮｏ

ポイントＮｏ

ポイントトノキョリ

ポ
イ
ン
ト
ト
ノ
キ
ョ
リ

ハ   ナ   レ

ハ  
ナ  
レ

＋

＋ー

ー

 ハナレとキョリは1m以下はmmで表示

NO.###～NO.###    ﾊﾅﾚ=##.###
ﾊﾅﾚ= ###.###m ﾎﾟｲﾝﾄｶﾗﾉｾﾝﾀｰｷｮﾘ= ###.###m
9.ｵﾌｾｯﾄ  ENT.ｸﾘｶｴｽ  1.ﾂｷﾞﾉNO.ﾍ  0.ﾒﾆｭ-1ﾍ

ﾐﾗｰ ﾉ ﾀｶｻﾊ [##]=##
ﾐﾗｰ ｦ ｼｼﾞｭﾝ ｼﾃ  ENT ｽﾀｰﾄ (PF5 ｼｭｳﾘｮｳ)
ｿｸﾃｲｶｲｽｳ[#]= ？

ミラー高を入力してENT
位置を測設したいところにプリズムを設置して、光
波を向ける。
光波の測定回数を入力してENT
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5-2.ホライゾン （直線・高さあり）

ポイントNOとホウコウNOに高さを入れて使用します。
[キカイセッテイ]で器械高（IH）を設定する必要があります。

ポイント##1の高さを入力してENT
ポイント##2の高さを入力してENT

高さは##1～##2までの勾配より比例計算
ポイントノハナレ（巾杭）
ポイントノキョリ（縦断方向の位置）で
 現在のプリズムの位置を表示

2行目に器械条件を表示
（変更する場合は[1.キカイセッテイ]）
測設したい直線の始まりのNOを入力してENT
測設したい直線の方向のNOを入力してENT
“スイセンホウコウ”は[応用編]を参照

5を押す

ﾎﾗｲｿﾞﾝ **ﾀｶｻｱﾘ**
ｷｶｲﾃﾝNO.＝###     ｾﾞﾛﾎｳｺｳNO.=###
ﾎﾟｲﾝﾄNO.[###]=##1
ｽｲｾﾝ ﾎｳｺｳ ﾊ  2ﾃﾝｦ  NO. ???-???  ﾄﾆｭｳﾘｮｸ
 ﾎｳｺｳNO. [###]=##2

##1ﾉﾀｶｻﾊ [###]= ?
##2ﾉﾀｶｻﾊ [###]= ?

NO.##1～NO.##2     L=##.###　
ﾗｲﾝｶﾗﾐｷﾞﾍ[###]=
            1.ﾔﾘﾅｵｼ   0.ﾒﾆｭ－1ﾍ   9.ｿｸﾃｲ

 NO.##1～NO.##2   ﾊﾅﾚ=##
ﾓﾄﾒﾙﾀｶｻ= ###.###       ###.### m ｱｹﾞﾖ
ﾊﾅﾚ= ###.###m  ﾎﾟｲﾝﾄｶﾗﾉｾﾝﾀｰｷｮﾘ= ###.###m
9.ｵﾌｾｯﾄ  ENT.ｸﾘｶｴｽ  1.ﾂｷﾞﾉNO.ﾍ  0.ﾒﾆｭ-1ﾍ

ﾐﾗｰ ﾉ ﾀｶｻﾊ [##]=##
ﾐﾗｰ ｦ ｼｼﾞｭﾝ ｼﾃ  ENT ｽﾀｰﾄ (PF5 ｼｭｳﾘｮｳ)
ｿｸﾃｲｶｲｽｳ[#]= ？

指定したラインでポイントNOからホウコウNOに対
して右側はプラス（＋）、左側はマイナス（－）、線
上は０として、はなれを入力してENT
9を押す

ミラー高を入力してENT
位置を測設したいところにプリズムを設置して、光
波を向ける。
光波の測定回数を入力してENT

 ****** ﾒﾆｭｰ1 ****** ｺｳﾊﾓｰﾄﾞ[ﾌｧｲﾙﾒｲ]
 1.ｷｶｲｾｯﾃｲ    4.ｺｳﾊﾃﾞ ﾚﾍﾞﾙ  7.ﾔﾁｮｳ
 2.ﾎﾟｲﾝﾄｾｯﾁ   5.ﾎﾗｲｿﾞﾝ      8.ﾗｲｶ MENU
 3.ｾﾝｹｲﾎﾟｲﾝﾄ  6.ｼﾝﾃﾝ ENT.ﾒﾆｭｰ2ﾍ 0.ｼｭｳﾘｮｳ
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ポイントNOとホウコウNOに高さを入れれば勾配を
もった線のデーターを計算
どこでも簡単に丁張りを設置
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5-3.ホライゾン （曲線・高さなし）

プリズムの観測位置を、設定した曲線からのハナレと距離で表示します。

5を押す

測設したい曲線のECの NOを入力してENT
“スイセンホウコウ”は[応用編]を参照

2行目に器械条件を表示
（変更する場合は[1.キカイセッテイ]）
測設したい曲線のBCの NOを入力してENT

ハナレとキョリは1m以下はmmで表示

ﾎﾗｲｿﾞﾝ
ｷｶｲﾃﾝNO.=T0    ｾﾞﾛﾎｳｺｳNO.＝###
ﾎﾟｲﾝﾄNO. [###]=

  ｽｲｾﾝ  ﾎｳｺｳ ﾊ  2ﾃﾝｦ  NO. ???-???  ﾄﾆｭｳﾘｮ
ｸ

NO.###～NO.### Ｒ=##.###  CL=##.###
ﾗｲﾝｶﾗﾐｷﾞﾍ[###]=
            1.ﾔﾘﾅｵｼ   0.ﾒﾆｭ－1ﾍ   9.ｿｸﾃｲ

 ****** ﾒﾆｭｰ1 ****** ｺｳﾊﾓｰﾄﾞ[ﾌｧｲﾙﾒｲ]
 1.ｷｶｲｾｯﾃｲ    4.ｺｳﾊﾃﾞ ﾚﾍﾞﾙ  7.ﾔﾁｮｳ
 2.ﾎﾟｲﾝﾄｾｯﾁ   5.ﾎﾗｲｿﾞﾝ      8.ﾗｲｶ MENU
 3.ｾﾝｹｲﾎﾟｲﾝﾄ  6.ｼﾝﾃﾝ ENT.ﾒﾆｭｰ2ﾍ 0.ｼｭｳﾘｮｳ

指定したラインでポイントNOからホウコウNOに対
して右側はプラス（＋）、左側はマイナス（－）、線
上は０として、はなれを入力してENT
9を押す

ﾐﾗｰ ﾉ ﾀｶｻﾊ [##]=##
ﾐﾗｰ ｦ ｼｼﾞｭﾝ ｼﾃ  ENT ｽﾀｰﾄ (PF5 ｼｭｳﾘｮｳ)
ｿｸﾃｲｶｲｽｳ[#]= ？

ミラー高を入力してENT
位置を測設したいところにプリズムを設置して、光
波を向ける。
光波の測定回数を入力してENT

NO.###～NO.### ﾊﾅﾚ=##
ﾊﾅﾚ= ###.###m  ﾎﾟｲﾝﾄｶﾗﾉｾﾝﾀｰｷｮﾘ= ###.###m
9.ｵﾌｾｯﾄ  ENT.ｸﾘｶｴｽ  1.ﾂｷﾞﾉNO.ﾍ  0.ﾒﾆｭ-1ﾍ
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センターライン

指定したライン
ラインカラミギヘ

この場合左なのでマイナス

指定したラインからのハナレで表示します。
ポイントＮＯ～ホウコウＮＯに向かって
   右（＋）  左（－）

ハ  ナ  レ

ハ ナ レ

（－）

（＋）

ホウコウＮＯ

ポイントＮＯ
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1～7のメニューを選択。

6.シンテン
新規に座標計算をします。

6を押す

※座標が未入力だったり、交点を計算できない条件を入力すると下図のようなエラーが表示されます。
そのような場合にはPF5で[メニュー1]に戻してください。

 ****** ﾒﾆｭｰ1 ****** ｺｳﾊﾓｰﾄﾞ[ﾌｧｲﾙﾒｲ]
 1.ｷｶｲｾｯﾃｲ    4.ｺｳﾊﾃﾞ ﾚﾍﾞﾙ  7.ﾔﾁｮｳ
 2.ﾎﾟｲﾝﾄｾｯﾁ   5.ﾎﾗｲｿﾞﾝ      8.ﾗｲｶ MENU
 3.ｾﾝｹｲﾎﾟｲﾝﾄ  6.ｼﾝﾃﾝ ENT.ﾒﾆｭｰ2ﾍ 0.ｼｭｳﾘｮｳ

  *** ｼﾝﾃﾝ ﾒﾆｭｰ  ***
1.ｺｳﾃﾝ ｶｸﾄﾞ   4.ｶｸﾄﾞﾄｷｮﾘ   7.3ﾃﾝ ﾉ ｼﾝ
2.ｺｳﾃﾝ ﾊﾅﾚ    5.ｴﾝ ﾄ ｾﾝ
3.ｺｳﾃﾝ ｽｲｾﾝ   6.ｴﾝ ﾄ ｴﾝ      ENT.ﾒﾆｭｰ1ﾍ

ｴﾗｰ ﾊｯｾｲ
ｴﾗｰｺｰﾄﾞ     21.0000

I llegal function call in 26610

Division by Zero in 26470
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すでに使用されている番号に書込もうとすると
“キエマスＯＫデスカ”と表示
ENT そののまま上書き
1 記憶しない
2 別の番号を入力する

終了後、再度[コウテン カクド]計算メニューへ戻る

計算結果を座標表示
記憶番号を入力してENT

X=   ####.####
Y=   ####.####
ｷｵｸNO.[###]=
ｷｴﾏｽOKﾃﾞｽｶ  ENT.OK  1.ｷｵｸｼﾅｲ   2.ﾍﾞﾂﾉNO.

X=   ####.####
Y=   ####.####
ｷｵｸNO.[###]=

6-1.コウテン カクド

２直線からの挟角の交点を計算します。

A～D・1～2を順に入力
左回りの角度はマイナス符号を付けて入力
  例  280°= - 80°

ｺｳﾃﾝ ｶｸﾄﾞ
Aﾉ NO.=　
Bﾉ NO.=　
ｶｸﾄﾞ1=
Cﾉ NO.=
Dﾉ NO.=
ｶｸﾄﾞ2=
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6-2.コウテン ハナレ

２つの線分から、それぞれ任意の平行線の交点を計算します。

A～D・1～2を順に入力
ハナレを指定するとき、線分の左側はマイナス符号
を付けて入力

以下の操作は[6-1.コウテン カクド]を参照

ｺｳﾃﾝ ﾊﾅﾚ
Aﾉ NO.=　
Bﾉ NO.=　
ﾊﾅﾚ1=
Cﾉ NO.=
Dﾉ NO.=
ﾊﾅﾚ2=

X=   ####.####
Y=   ####.####
ｷｵｸNO.[###]=
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A～C・ハナレを順に入力
ハナレを指定するとき、線分の左側はマイナス符号
を付けて入力

6-3.コウテン スイセン

線分への垂線の足を計算します。

以下の操作は[6-1.コウテン カクド]を参照

ｺｳﾃﾝ ｽｲｾﾝ
Aﾉ NO.=　
Bﾉ NO.=　
ﾊﾅﾚ=
Cﾉ NO.=

X=   ####.####
Y=   ####.####
ｷｵｸNO.[###]=
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A～B・カクド・キョリを順に入力
左回りの角度はマイナス符号を付けて入力

6-4.カクド キョリ

２既知点から任意の挟角、距離の点を計算（トラバース計算）します。

以下の操作は[6-1.コウテン カクド]を参照

ｶｸﾄﾞｷｮﾘ
Aﾉ NO.=　
Bﾉ NO.=　
ｶｸﾄﾞ=
ｷｮﾘ=

X=   ####.####
Y=   ####.####
ｷｵｸNO.[###]=
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A～B・ハナレ・シンノNO・ハンケイを順に入力
ハナレを指定するとき、線分の左側はマイナス符号
を付けて入力

6-5.エン ト セン

円と直線の交点（2点）を計算します。

答えはAに近い側から表示される
記憶番号を入力してENT
Aに近い点を記憶後 遠い点を記憶

どちらかの計算点だけを記憶させるときは、記憶さ
せない計算点の番号を入力するとき、何も入力せず
にENTを押し、次の表示で1を押す
以下の操作は[6-1.コウテン カクド]を参照

ｴﾝ ﾄ ｾﾝ
Aﾉ NO.=　
Bﾉ NO.=　
ﾊﾅﾚ=
ｼﾝﾉ NO.=
ﾊﾝｹｲ=

1.X1=####.####  Y1=####.####
2.X2=####.####  Y2=####.####
1.Aﾆ ﾁｶｲﾃﾝ
ｷｵｸNO.[###]=

1.X1=####.####  Y1=####.####
2.X2=####.####  Y2=####.####
1.Aﾆ ﾁｶｲﾃﾝ
ｷｵｸNO.###   ENT.OK  1.ｷｵｸｼﾅｲ   2.ﾍﾞﾂﾉNO.

2.ﾄｵｲﾃﾝ
ｷｵｸNO.[###]=
ｷｵｸNO.###  ENT.OK  1.ｷｵｸｼﾅｲ   2.ﾍﾞﾂﾉNO.
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6-6.エン ト エン

２円の交点（2点）を計算します。

シン1・ハンケイ1・シン2・ハンケイ2を順に入力

答えはシン1からシン2の方向を見て、右から表示
される
記憶番号を入力してENT
右の点を記憶後、左の点を記憶

どちらかの計算点だけを記憶させるときは、記憶さ
せない計算点の番号を入力するとき、何も入力せず
にENTを押し、次の表示で1を押す
以下の操作は[6-1.コウテン カクド]を参照

ｴﾝ ﾄ ｴﾝ
ｼﾝ 1 NO.=
ﾊﾝｹｲ 1=
ｼﾝ 2 NO.=　
ﾊﾝｹｲ 2=

1.X1=####.####  Y1=####.####
2.X2=####.####  Y2=####.####
1.ﾐｷﾞ ﾉ ｺﾀｴ
ｷｵｸNO.[###]=

1.X1=####.####  Y1=####.####
2.X2=####.####  Y2=####.####
1.ﾐｷﾞ ﾉ ｺﾀｴ
ｷｵｸNO.###   ENT.OK  1.ｷｵｸｼﾅｲ   2.ﾍﾞﾂﾉNO.

2.ﾋﾀﾞﾘ ﾉ ｺﾀｴ
ｷｵｸNO.[###]=
ｷｵｸNO.###  ENT.OK  1.ｷｵｸｼﾅｲ   2.ﾍﾞﾂﾉNO.
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A～ Cの番号を順に入力

半径と円の中心の座標を表示
記憶NOを入力してENT

6-7．３テン ノ シン

3点を通る円の中心を計算します。

以下の操作は[6-1.コウテン カクド]を参照

3ﾃﾝ ﾉ ｼﾝ
Aﾉ NO.=　
Bﾉ NO.=　
Cﾉ NO.=　

R=    ##.####
X=  ####.####  Y=   ####.####
ｷｵｸNO.[###]=

R=    ##.####
X=  ####.####  Y=   ####.####
ｷｵｸNO.[###]=
ｷｵｸNO.###  ENT.OK  1.ｷｵｸｼﾅｲ   2.ﾍﾞﾂﾉNO.
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7.ヤチョウ
  現況点を測量し、座標として記憶します。

7を押す

1.ｹﾞﾝﾊﾞｻﾞﾋｮｳ
後方交会法で器械点を設定する
2.ｷｶｲﾃﾝｿｸﾘｮｳ
器械点を追加測量する
3.ｹﾞﾝｷｮｳｿｸﾘｮｳ
現況点を連続して測量する
4.ｵｳﾀﾞﾝｿｸﾘｮｳ
現況点を設定した軸線上で測量する

☆ここがポイント
１～４のいずれのモードを選択しても器械高を入力
しないと Ｚ座標（高さ）を測量することはできま
せん
器械高については[メニュー1 キカイセッテイ]を参
照して下さい

器械高を設定しないと“ﾐﾗｰ ﾉ ﾀｶｻﾊ [##]=??”は表
示されません

データを記憶する番号は、自動発生します

入力済のＮＯに上書きする時は
“キエマスＯＫデスカ”と表示します

[ヤチョウ]の各メニューに共通した機能

  *** ﾔﾁｮｳﾒﾆｭｳ  ***
1.ｹﾞﾝﾊﾞｻﾞﾋｮｳ           4.ｵｳﾀﾞﾝｿｸﾘｮｳ
2.ｷｶｲﾃﾝｿｸﾘｮｳ
3.ｹﾞﾝｷｮｳｿｸﾘｮｳ   ENT.ﾒﾆｭｰ1ﾍ

 ****** ﾒﾆｭｰ1 ****** ｺｳﾊﾓｰﾄﾞ[ﾌｧｲﾙﾒｲ]
 1.ｷｶｲｾｯﾃｲ    4.ｺｳﾊﾃﾞ ﾚﾍﾞﾙ  7.ﾔﾁｮｳ
 2.ﾎﾟｲﾝﾄｾｯﾁ   5.ﾎﾗｲｿﾞﾝ      8.ﾗｲｶ MENU
 3.ｾﾝｹｲﾎﾟｲﾝﾄ  6.ｼﾝﾃﾝ ENT.ﾒﾆｭｰ2ﾍ 0.ｼｭｳﾘｮｳ

T=## B=## ﾐﾗ#.# ﾏｴ ##
ｷｮﾘｾｲﾄﾞ=#.###m
X= #####.###  Y= #####.###
9.ｵﾌｾｯﾄ  ENT.OK  1.ﾔﾘﾅｵｼ  2.NOﾍﾝｺｳ

ﾐﾗｰ ﾉ ﾀｶｻﾊ [##]=
ﾐﾗｰ ｦ ｼｼﾞｭﾝ ｼﾃ  ENT ｽﾀｰﾄ (PF5 ｼｭｳﾘｮｳ)
ｿｸﾃｲｶｲｽｳ[#]= ？

T=## B=## ﾐﾗ#.# ﾏｴ ##
ｷｮﾘｾｲﾄﾞ=#.###m   ﾀｶｻｾｲﾄﾞ#.###m
X= #####.###  Y= #####.### H= ###.###
ｷｴﾏｽOKﾃﾞｽｶ  ENT.OK  1.ｷｵｸｼﾅｲ  2.ﾍﾞﾂﾉNOﾍ
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☆ キオクＮＯについて
記憶番号は座標が入力されていない領域に設定します｡
当プログラムでは現況点の整理を容易にするため記憶番号の前にアルファベット一文字を点名として
入力できます。
”ｷｵｸ NO.[***]=”と表示されている時にアルファベット一文字を入力して下さい｡(二文字以上の入
力は出来ません)
たとえば､“ｷｵｸ NO.[123]=”と表示されている時にアルファベットキーのＡを入力すると､“A123”と
記憶されます｡ 次のポイントを測定するとｷｵｸ NO.[A124]と表示され、点名の変更がなければ同じ記
号を続けて記憶することが出来ます｡

☆ 記憶番号の重複について
“A124”と“B124“は同じ記憶番号と認識されます｡
また、これから記憶しようとしている番号にすでに座標値が入力されていた場合、“ ｷｴﾏｽOKﾃﾞｽｶ Y/
N”と表示されますので、不用意にデータを消してしまうことはありません｡
この時､元のデータを消したくない時は“1.キオクシナイ”を選んで下さい｡

☆ 点名の変更について
一度登録した点名を変更するには[テンメイ ヘンコウ]のプログラムを使用します。[メニュー2]－[2.
ザヒョウニュウリョク]－[3.テンメイ ヘンコウ]を実行してください。
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7-1.ゲンバザヒョウ

後方交会法で器械点を設定します。

１.～２.のメニューを選択

１.シンキゲンバ 座標無しでスタート
２．キゾンゲンバ ２既知点実測

１.を押すと左の表示画面
※ コンピューター内の座標を残したい時は
    2.ｷｿﾞﾝ ｹﾞﾝﾊﾞ を選択

ＥＮＴ で内部のデーターを初期化
座標が全部消える

7-1-1.シンキゲンバ

現場に座標が設定されていない場合、基準となる任意の現況点を2点観測することで任意座標系を設
定します。

ｹﾞﾝﾊﾞｻﾞﾋｮｳ
1.ｼﾝｷ  ｹﾞﾝﾊﾞ
2.ｷｿﾞﾝ ｹﾞﾝﾊﾞ

ｼﾝｷ  ｹﾞﾝﾊﾞ
ｻﾞﾋｮｳ ｦ ｽﾍﾞﾃｹｼﾏｽ
1.OK   ENT.ｷｬﾝｾﾙ

 *** ﾃﾞｰﾀ ｦ ｼｮｷｶ ｼﾏｽ ENT ***
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遠くの点（避雷針等）で角度を ０°に合わせる
ポイントＮＯ（始めに測る点）を入力
ホウコウＮＯ（後に測る点）を入力

☆新規でスタートなので２点とも適当なＮＯを
  入れて下さい
  ただし座標データーが入力されていないＮＯ
  を入力します。

ポイントＮＯにミラーを設置して
ＥＮＴ で測定

測定回数を入力してスタート
[#] で良ければそのまま  ＥＮＴ

ﾄｵｸﾉ ﾊﾞｼｮｦ 0ﾄﾞ ﾆ ｱﾜｾﾖ
ﾎﾟｲﾝﾄNO.[BS]= ?
ﾎｳｺｳ NO.[##]= ?

 *** ﾎﾟｲﾝﾄ NO.?1 ｦ ｿｸﾃｲｾﾖ ***
ENT. OK

ﾐﾗｰ ﾉ ﾀｶｻﾊ [##]=??
ﾐﾗｰ ｦ ｼｼﾞｭﾝ ｼﾃ  ENT ｽﾀｰﾄ (PF5 ｼｭｳﾘｮｳ)
ｿｸﾃｲｶｲｽｳ[#]= ？



55

“タカサソクリョウ”は[1-3.ｷｶｲﾀﾞｶｾｯﾃｲ]と[1-4.ｷｶ
ｲﾀﾞｶﾆｭｳﾘｮｸ]を参照

ポイントＮＯ測定終了
ホウコウＮＯにミラーを設置して
ＥＮＴ  で測定

測定回数を入力してスタート

測定した器械点にＮＯを入力
※器械点の頭には点名 Ｔがつきます

測定した器械点座標を記憶する
ＥＮＴ  記憶
１．    記憶しない
２．    別のＮＯに変更

ホウコウＮＯを測定終了
器械の位置を計算
９．オフセット  ＥＮＴ．記憶する
１．ヤリナオシ もう一度測定する

☆ここまでの作業で、ポイントＮＯに（X=500、Y=500）、ホウコウＮＯに（X=500＋L、Y=500）の座
標が記憶され、器械点T##はこの座標系での位置が計算されます。

  *** ﾀｶｻ ｿｸﾘｮｳ ﾊ ﾀｶｻｦ ｾｯﾃｲ ***
1.ｷｶｲﾀﾞｶ ｾｯﾃｲ   (BMｿｸﾘｮｳ)
2.ｷｶｲﾀﾞｶ ﾆｭｳﾘｮｸ (ﾆﾝｲﾀﾞｶ）
                        ENT.ﾒﾆｭｰ1ﾍ

ﾎﾟｲﾝﾄNO.?1 ｦｿｸﾃｲｼﾏｼﾀ
 *** ﾎｳｺｳNO.?2 ｦ ｿｸﾃｲ ｾﾖ ***

9.ｵﾌｾｯﾄ  ENT.OK  1.ﾔﾘﾅｵｼ

ﾎｳｺｳNO.# ｦ ｿｸﾃｲ ｼﾏｼﾀ

9.ｵﾌｾｯﾄ  ENT.OK  1.ﾔﾘﾅｵｼ

〈〈 ｷｶｲﾃﾝ ｦ ｷｵｸｼﾏｽ 〉〉
ｷｵｸNO.[T##]=

〈〈 ｷｶｲﾃﾝ ｦ ｷｵｸｼﾏｽ 〉〉

ｷｵｸNO.###   ENT.OK  1.ｷｵｸｼﾅｲ   2.ﾍﾞﾂﾉNO.

ﾐﾗｰ ﾉ ﾀｶｻﾊ[##]= ?
ﾐﾗｰ ｦ ｼｼﾞｭﾝ ｼﾃ  ENT ｽﾀｰﾄ (PF5 ｼｭｳﾘｮｳ)
ｿｸﾃｲｶｲｽｳ[#]= ？
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座標が無くても２点を観測するだけで座標系を自動設定



57

7-1-2.キゾンゲンバ

既知点２点を観測して器械点を設定します。

２.を押すと左の表示画面

既知の点（座標が入力されているＮＯ）
を入力

測定回数を入力してスタート
[*]の測定回数でよければ そのまま ＥＮＴ

測定回数を入力してスタート

ホウコウＮＯを測定終了

９．オフセット  ＥＮＴ．記憶する
１．ヤリナオシ もう一度測定する

測定した器械点にＮＯを入力
※ 器械点の頭には点名“Ｔ”がつきます

ポイントＮＯにミラーを設置して
ＥＮＴ で測定

ポイントＮＯ測定終了
ホウコウＮＯにミラーを設置して
ＥＮＴ  で測定

ﾄｵｸﾉ ﾊﾞｼｮｦ 0ﾄﾞ ﾆ ｱﾜｾﾖ
ﾎﾟｲﾝﾄNO.[*1]=
ﾎｳｺｳ NO.[*2]=

 *** ﾎﾟｲﾝﾄ NO.*1 ｦ ｿｸﾃｲｾﾖ ***
ENT. OK

ﾐﾗｰ ﾉ ﾀｶｻﾊ [##]=??
ﾐﾗｰ ｦ ｼｼﾞｭﾝ ｼﾃ  ENT ｽﾀｰﾄ (PF5 ｼｭｳﾘｮｳ)
ｿｸﾃｲｶｲｽｳ[#]= ？

ﾐﾗｰ ﾉ ﾀｶｻﾊ [##]=??
ﾐﾗｰ ｦ ｼｼﾞｭﾝ ｼﾃ  ENT ｽﾀｰﾄ (PF5 ｼｭｳﾘｮｳ)
ｿｸﾃｲｶｲｽｳ[#]= ？

ﾎﾟｲﾝﾄNO.## ｦｿｸﾃｲｼﾏｼﾀ
 *** ﾎｳｺｳNO.## ｦ ｿｸﾃｲ ｾﾖ ***

9.ｵﾌｾｯﾄ  ENT.OK  1.ﾔﾘﾅｵｼ

ﾎｳｺｳNO.## ｦ ｿｸﾃｲ ｼﾏｼﾀ

9.ｵﾌｾｯﾄ  ENT.OK  1.ﾔﾘﾅｵｼ

〈〈 ｷｶｲﾃﾝ ｦ ｷｵｸｼﾏｽ 〉〉
ｷｵｸNO.[#]=
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測定した器械点座標を記憶する
ＥＮＴ  記憶
１．    記憶しない
２．    別のＮＯに変更

“タカサソクリョウ”は[1-3.ｷｶｲﾀﾞｶｾｯﾃｲ]と[1-4.ｷｶ
ｲﾀﾞｶﾆｭｳﾘｮｸ]を参照  *** ﾀｶｻ ｿｸﾘｮｳ ﾊ ﾀｶｻｦ ｾｯﾃｲ ***

1.ｷｶｲﾀﾞｶ ｾｯﾃｲ   (BMｿｸﾘｮｳ)
2.ｷｶｲﾀﾞｶ ﾆｭｳﾘｮｸ (ﾆﾝｲﾀﾞｶ）
                        ENT.ﾒﾆｭｰ1ﾍ

〈〈 ｷｶｲﾃﾝ ｦ ｷｵｸｼﾏｽ 〉〉
ｷｵｸNO.[**]=
ｷｵｸNO.***   ENT.OK  1.ｷｵｸｼﾅｲ   2.ﾍﾞﾂﾉNO.
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7-2.キカイテンソクリョウ

トラバース測量で新たな器械点を測量します

２． を押してスタート

※器械高が設定されていないとミラー高
  の設定は表示しません

キカイセッテイで
器械点ＮＯと０°方向ＮＯを設定
[**] ｶﾗ ｷｵｸ
はこれから記憶し始める番号

  *** ﾔﾁｮｳﾒﾆｭｳ  ***
1.ｹﾞﾝﾊﾞｻﾞﾋｮｳ           4.ｵｳﾀﾞﾝｿｸﾘｮｳ
2.ｷｶｲﾃﾝｿｸﾘｮｳ
3.ｹﾞﾝｷｮｳｿｸﾘｮｳ   ENT.ﾒﾆｭｰ1ﾍ

ﾐﾗｰ ﾉ ﾀｶｻﾊ [**]=??
ﾐﾗｰ ｦ ｼｼﾞｭﾝ ｼﾃ  ENT ｽﾀｰﾄ (PF5 ｼｭｳﾘｮｳ)
ｿｸﾃｲｶｲｽｳ[*]= ？

ｷｶｲﾃﾝNO.= *1 ｾﾞﾛﾎｳｺｳNO.= *2
[**] ｶﾗ ｷｵｸ
 0ﾄﾞﾎｳｺｳ ｿｸﾃｲ ﾊ ｶｸﾆﾝ ENT
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入力済のＮＯに上書きする時は
キエマスＯＫデスカ  と表示します

ＥＮＴ．T** のＮＯでそのまま上書きして記憶
１．キオクシナイ
２．ベツノＮＯヘ  別のＮＯを選択する

器械を０ＳＥＴしたＮＯを測定する時のみｷｮﾘｾｲﾄﾞ ﾀ
ｶｻﾉｾｲﾄﾞ を表示するので、ここで確認する

９．オフセット  ＥＮＴ．記憶する
１．ヤリナオシ もう一度測定する

記憶するＮＯを入力

ＥＮＴ．  [T**] のＮＯでそのまま入力
点名はＴを自動発生

ＥＮＴ．T** のＮＯでそのまま記憶
１．キオクシナイ
２．ベツノＮＯヘ  別のＮＯを選択する

ゼロホウコウＮＯ．［＊＊］

もとのキカイテン 新しい キカイテン

キョリセイド

タカサセイド

T=** B=** H ** ﾐﾗ *.* ﾏｴ **
ｷｮﾘｾｲﾄﾞ=*.***m  ﾀｶｻｾｲﾄﾞm
X= ?????.???  Y= ?????.??? H= ???.???
ｷｴﾏｽOKﾃﾞｽｶ  ENT.OK  1.ｷｵｸｼﾅｲ  2.ﾍﾞﾂﾉNOﾍ

T=** B=** H ** ﾐﾗ *.* ﾏｴ **
ｷｮﾘｾｲﾄﾞ=*.***m ﾀｶｻｾｲﾄﾞ=*.***m
X=?????.???  Y=?????.??? H=???.???
9.ｵﾌｾｯﾄ  ENT.OK  1.ﾔﾘﾅｵｼ

T=** B=** H ** ﾐﾗ *.* ﾏｴ **
ｷｮﾘｾｲﾄﾞ=*.***m ﾀｶｻｾｲﾄﾞ
X=????.????  Y=?????.????  H=???．???
ｷｵｸNO.[T**]=

T=** B=** H ** ﾐﾗ *.* ﾏｴ **
ｷｮﾘｾｲﾄﾞ=*.***m ﾀｶｻｾｲﾄﾞm
X= ?????.???  Y= ?????.??? H= ???.???
ｷｵｸNO.T** ENT.OK 1.ｷｵｸｼﾅｲ 2.ﾍﾞﾂﾉNOﾍ
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7-3.オフセット

測定したデーターを補正します。

９．オフセット を押す

選択した補正入力の所に ？ が表示するので
補正値を入力する
[ 現在の設定 ]の下に補正値を表示

オフセットの種類を選択する

１．ミラーダカ ミラー（プリズム）の高さ
２．マエヘ     前後の補正
３．ミギヘ     左右の補正

☆ オフセット測量とは
初期設定の状態では観測出来ない時にプリズムの位置を上下，   左右，前後へ移動して補正を行い
測定することをいいます。

別の補正を行う時は他の番号を押す

ＥＮＴ で確定

ｵﾌｾｯﾄ   ﾐﾗｰﾀﾞｶ    ﾏｴ ﾍ     ﾐｷﾞ ﾍ
ｾｯﾃｲ   [  *.***] [  0.000] [  0.000]
ﾍﾝｺｳ    **** 1～3 ﾉ ｺｳﾓｸ ｦ ｾﾝﾀｸ ****
ENT.OK  1.ﾐﾗｰﾀﾞｶ  2.ﾏｴﾍ     3.ﾐｷﾞﾍ

ｵﾌｾｯﾄ   ﾐﾗｰﾀﾞｶ    ﾏｴ ﾍ     ﾐｷﾞ ﾍ
ｾｯﾃｲ   [  *.***] [  0.000] [  0.000]
ﾍﾝｺｳ      *.***   ？          0.000
ENT.OK  1.ﾐﾗｰﾀﾞｶ  2.ﾏｴﾍ     3.ﾐｷﾞﾍ

ｵﾌｾｯﾄ   ﾐﾗｰﾀﾞｶ    ﾏｴ ﾍ     ﾐｷﾞ ﾍ
ｾｯﾃｲ   [  *.***] [  0.000] [  0.000]
ﾍﾝｺｳ      *.***     0.150     0.000
ENT.OK  1.ﾐﾗｰﾀﾞｶ  2.ﾏｴﾍ     3.ﾐｷﾞﾍ

T=** B=** ﾐﾗ*.* ﾏｴ **
ｷｮﾘｾｲﾄﾞ=*.***m ﾀｶｻｾｲﾄﾞ=*.***m
X=?????.???  Y=?????.??? H=???.???
9.ｵﾌｾｯﾄ  ENT.OK  1.ﾔﾘﾅｵｼ  2.NOﾍﾝｺｳ
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☆ここがポイント
①  ミラー高は移動量ではなく補正値を入力する（新たに設定したミラーの高さ）
②  左右の補正は光波側から見て右を ＋ 左を － で補正値を入力する
③  前後の補正は光波側から見て前を ＋ 後を － で補正値を入力する

補正の位置関係図      上下，左右，前後

 ①

②

③

設
定
値

補
正
値

－
補
正
値

＋
補
正
値

＋補正値 －補正値

右（＋）

（＋） （－）

左（－）
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7-4.ゲンキョウソクリョウ

現況点を連続して測定します。
樹木等を連続測定する時に予めオフセット値を予め入力して拾う事ができます。

３． を押してスタート

キカイセッテイで
器械点ＮＯと０°方向ＮＯは設定

前後のオフセット寸法を入力

９．オフセット ホセイをする
[7-3.オフセット] 参照

ＥＮＴ．ＯＫ  そのまま記憶
１．ヤリナオシ もう一度測定する
２．ＮＯヘンコウ 記憶ＮＯを変更する

ミラーの高さを入力
[**]でよければ そのまま ＥＮＴ

測定回数を入力して ＥＮＴ
[**]でよければ そのまま ＥＮＴ

  *** ﾔﾁｮｳﾒﾆｭｳ  ***
1.ｹﾞﾝﾊﾞｻﾞﾋｮｳ           4.ｵｳﾀﾞﾝｿｸﾘｮｳ
2.ｷｶｲﾃﾝｿｸﾘｮｳ
3.ｹﾞﾝｷｮｳｿｸﾘｮｳ   ENT.ﾒﾆｭｰ1ﾍ

ｷｶｲﾃﾝNO.= *1 ｾﾞﾛﾎｳｺｳNO.= *2
[**] ｶﾗ ｷｵｸ
 ﾏｴﾆｵﾌｾｯﾄ[ 0]=？

ﾐﾗｰ ﾉ ﾀｶｻﾊ [**]=??
ﾐﾗｰ ｦ ｼｼﾞｭﾝ ｼﾃ  ENT ｽﾀｰﾄ (PF5 ｼｭｳﾘｮｳ)
ｿｸﾃｲｶｲｽｳ[*]= ？

T=** B=** H ** ﾐﾗ *.* ﾏｴ **
[**] ﾍ ｷｵｸ
X=?????.???  Y=?????.??? H=???.???
9.ｵﾌｾｯﾄ  ENT.OK  1.ﾔﾘﾅｵｼ  2.NOﾍﾝｺｳ
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マエヘ

キカイテンＮＯ

ゼロホウコウＮＯ
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☆内業処理を考えてキオクＮｏにアルファベットの文字をつける
出来形求積図を作成する場合でも、現況図を作成する場合でも、座標化したポイントの記憶番号だけ
では”その点が何なのか？” ”どこを測ったのか？”区別がつかないのでデータを持ち帰って内業
処理する時に苦労します。HORIZON99では記憶番号の頭にアルファベット一文字（点名）を加える事
ができるので有効に活用しましょう。

《出来形測量の場合》
Ａ は アスファルト舗装
Ｂ は ダスト舗装
Ｃ は コンクリート舗装  等、求積する施設毎にアルファベットの記号をかえる

《現況測量の場合》
Ａ は 境界
Ｂ は Ｌ型側溝
Ｃ は コンクリート擁壁天端  等、要素毎にアルファベットの記号をかえる

（注） 当プログラムではアルファベットの“T”を機械点の記号、“R”を曲線要素の識別記号として使用し
ていますので、できるだけ、これら以外の記号を使用して下さい。
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7-5.オウダンソクリョウ

計画縦横断の軸に沿って現況を測量したいときに使用します。
軸からのハナレとポイントからの距離を表示するので見通しが悪い場所でも正確な
測量を行う事ができます。

４． を押してスタート
  *** ﾔﾁｮｳﾒﾆｭｳ  ***
1.ｹﾞﾝﾊﾞｻﾞﾋｮｳ           4.ｵｳﾀﾞﾝｿｸﾘｮｳ
2.ｷｶｲﾃﾝｿｸﾘｮｳ
3.ｹﾞﾝｷｮｳｿｸﾘｮｳ   ENT.ﾒﾆｭｰ1ﾍ
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横断の軸となる
ポイントＮＯ．
ホウコウＮＯ．を入力
ラインからのオフセット（ 巾 ）を入力
ポイントＮＯからホウコウＮＯを見て
右は（＋） 左は（－）

測定結果を基準軸からのハナレとポイント
からの距離で表示します

９．オフセット ホセイをする
－－－－ ７-オフセット 参照－－－－－－
ＥＮＴ．ＯＫ  そのまま記憶
１．ヤリナオシ もう一度測定する
２．ＮＯヘンコウ 記憶ＮＯを変更する

ミラーの高さを入力
[**]でよければ そのまま ＥＮＴ

測定回数を入力して ＥＮＴ
[**]でよければ そのまま ＥＮＴ

ﾐﾗｰ ﾉ ﾀｶｻﾊ [**]=??
ﾐﾗｰ ｦ ｼｼﾞｭﾝ ｼﾃ  ENT ｽﾀｰﾄ (PF5 ｼｭｳﾘｮｳ)
ｿｸﾃｲｶｲｽｳ[*]= ？

ｷｶｲﾃﾝNO.= *1 ｾﾞﾛﾎｳｺｳNO.= *2
ﾎﾟｲﾝﾄNO.[**]=
ﾎｳｺｳNO.[**]=
ﾗｲﾝｶﾗﾐｷﾞﾍ[ 0]= ？

T=** B=** H ** ﾐﾗ *.* ﾏｴ **
[**] ﾍ ｷｵｸ   *** ﾀｶｻ= ??.??? ***
ﾊﾅﾚ= ???.???m ﾎﾟｲﾝﾄｶﾗﾉｾﾝﾀｰｷｮﾘ= ???.???
9.ｵﾌｾｯﾄ  ENT.OK  1.ﾔﾘﾅｵｼ  2.NOﾍﾝｺｳ
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8.ライカMENU
ライカ製光波で、本体の電源のON・OFF、角度の0SET、 レーザーのON・OFF、液晶表示の濃淡（コン
トラスト）等主な機能をホライゾンで制御します。
[ライカＭＥＮＵ]は[キカイセッテイ]でライカを選択した時のみメニュー上に表示されます。

８  を押す

８.ライカＭＥＮＵはキカイセッテイで
   ライカを選択した時のみ表示

１．ライカ本体電源 ＯＮ
２．ライカ本体電源 ＯＦＦ
３．設定
４．角度セット 指定の角度に設定
５．レーザーＯＮ
６．レーザーＯＦＦ
７．ノンプリズム
    ライカ本体液晶画面右下ＲＬ 表示
８．プリズム
    ライカ本体画液晶面右下ＩＲ 表示
ＥＮＴ．測定開始
０．終了  ホライゾン メニュー１に戻る

１．押してスタートした時に整準が正しく行わ
    れていないとと左の画面に
ポケコン側の操作
    ライカを正しく整準して何か キー を押す
ライカ側の操作
    電子気泡管を合わせて
    ＥＮＴ （赤矢印キー）を押す

8-1.ON

光波の電源を入れます。

8-2.OFF

光波の電源を切断します。

****** ﾗｲｶ MENU *****
1.ON     4.ｶｸﾄﾞｾｯﾄ    7．ﾉﾝﾌﾟﾘｽﾞﾑ
2.OFF    5．ﾚｰｻﾞｰON   8．ﾌﾟﾘｽﾞﾑ
3.ｾｯﾃｲ   6．ﾚｰｻﾞｰOFF  ENT.ｿｸﾃｲ 0.ｼｭｳﾘｮｳ

 ****** ﾒﾆｭｰ1 ****** ｺｳﾊﾓｰﾄﾞ[ﾌｧｲﾙﾒｲ]
 1.ｷｶｲｾｯﾃｲ    4.ｺｳﾊﾃﾞ ﾚﾍﾞﾙ  7.ﾔﾁｮｳ
 2.ﾎﾟｲﾝﾄｾｯﾁ   5.ﾎﾗｲｿﾞﾝ      8.ﾗｲｶ MENU
 3.ｾﾝｹｲﾎﾟｲﾝﾄ  6.ｼﾝﾃﾝ ENT.ﾒﾆｭｰ2ﾍ 0.ｼｭｳﾘｮｳ

 *** ｷｶｲ ﾉ ｾｲｼﾞｭﾝﾊ OK ﾃﾞｽｶ ***

                 ﾅﾆｶｷｰｦｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ
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ﾗｲｶ MENU で 4．を押すと左の画面
水平角度を設定
□使用例
角度を０ ＳＥＴしたい時は０（ゼロ）   ＥＮＴ  で
ライカ本体の表示が Ｈｚ：  ０°００′００″
となって操作終了

ﾗｲｶ MENU で ３．を押すと左の画面が表示される
１．本体液晶バックライト ＯＮ
２．本体液晶バックライト ＯＦＦ
３．本体液晶コントラスト調整
４．ブザー音  大
５．ブザー音  普通
６．ブザー音  ＯＦＦ
７．チルトＯＮ  通常設定
８．チルトＯＦＦ
    船 揺れる土台等不安定な場所で使用する時
０．終了  ライカ ＭＥＮＵ に戻る

ﾗｲｶ ｾｯﾃｲ で ３．を押すと左の画面
１～９のコントラストを選択
光の状態によりライカ本体のコントラスト
を１０％の段階で調整
０で終了 ﾗｲｶｾｯﾃｲ画面に戻る

8-3-1.コントラスト

8-3.ライカ セッテイ

8-3-2.カクドセット

ﾗｲｶ MENU で ８．を押すと左の画面１．シートプリ
ズム
    プリズム定数０のプリズム
２．ライカミニプリズム
    ＧＭＰ１０１／１０２
３．ライカＧＰＲ１
４．ライカ３６０°プリズム
５．プリズム定数－３０のプリズム
※使用するプリズムを確認して設定して下さい

8-3-3.プリズムジョウスウノセッテイ

*** ｶｸﾄﾞｾｯﾄ ***
ｶｸﾄﾞ[   0.0000]=

 ****** ｺﾝﾄﾗｽﾄ *****
1.10%   4.40%   7.70%
2.20%   5.50%   8.80%
3.30%   6.60%   9.90%  0.ｼｭｳﾘｮｳ

*** ﾌﾟﾘｽﾞﾑｼﾞｮｳｳｽｾｯﾃｲ ***
1.ﾕｻﾞｰ 0mm ｼｰﾄ    4.ｶﾗｲｶ360°
2.ﾗｲｶﾐﾆ           5．ﾕｻﾞｰ 30mm
3.ﾗｲｶGPR1

****** ﾗｲｶ ｾｯﾃｲ *****
1.ｶﾞﾒﾝ ﾗｲﾄ ON   4.ﾌﾞｻﾞｰ ﾀﾞｲ   7.ﾁﾙﾄ ON
2.ｶﾞﾒﾝ ﾗｲﾄ OFF  5.ﾌﾞｻﾞｰ ﾌﾂｳ   8.ﾁﾙﾄ OFF
3.ｺﾝﾄﾗｽﾄ        6.ﾌﾞｻﾞｰOFF    0.ｼｭｳﾘｮｳ
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ゼロホウコウＮｏ

ポイント

キカイテン

計算
値

測定
値

較差スイヘイカクド

ﾗｲｶ MENU で ＥＮＴ．を押す

8-4.ソクテイ

水平距離・高度角（Ｖ）・水平角（Ｈ）・斜距離・高低差 を測定します。

ＥＮＴ． で測定

０．終了  ライカ ＭＥＮＵ に戻る

２．を押す

8-5．ライカでのポイントセッチ

角度誘導機能で水平角をセットすることができます。

****** ﾗｲｶ MENU *****
1.ON     4.ｶｸﾄｾｯﾄ     7．ﾉﾝﾌﾟﾘｽﾞﾑ
2.OFF    5．ﾚｰｻﾞｰON   8．ﾌﾟﾘｽﾞﾑ
3.ｾｯﾃｲ   6．ﾚｰｻﾞｰOFF  ENT.ｿｸﾃｲ 0.ｼｭｳﾘｮｳ

ｽｲﾍｲｷｮﾘ：??.???           ｜ｼｬｷｮﾘ：??.???
ｺｳﾄﾞｶｸ(V): ??°??′??″ ｜ｺｳﾃｲｻ：??.???
ｽｲﾍｲｶｸ(H): ??°??′??″
                     ENT.ｿｸﾃｲ 0.ｼｭｳﾘｮｳ

 ****** ﾒﾆｭｰ1 ****** ｺｳﾊﾓｰﾄﾞ[ﾌｧｲﾙﾒｲ]
 1.ｷｶｲｾｯﾃｲ    4.ｺｳﾊﾃﾞ ﾚﾍﾞﾙ  7.ﾔﾁｮｳ
 2.ﾎﾟｲﾝﾄｾｯﾁ   5.ﾎﾗｲｿﾞﾝ      8.ﾗｲｶ MENU
 3.ｾﾝｹｲﾎﾟｲﾝﾄ  6.ｼﾝﾃﾝ ENT.ﾒﾆｭｰ2ﾍ 0.ｼｭｳﾘｮｳ
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ポイントとプリズムの距離の較差を表示
１ｍ以下になるとｍｍ単位でも表示
“ＥＮＴ”でくりかえし
“０”で測定の前の画面へ

光波の測定回数を入力
ＥＮＴで測定   通常１回
※ [*]の回数でよければそのまま  ＥＮＴ

設置するナンバーの入力

９．で測定

答えの水平角度を表示
測定している水平角度を表示
角度を誘導  リアルタイムで較差を表示
表示の数値に ライカの水平角度をセット
角度が合うと次の画面に

※ 表示とともにピープ音でも角度を誘導

※ 光波の機種の設定がライカの場合、角度誘導機能は 3.ｾﾝｹｲﾎﾟｲﾝﾄ でも動作します

器械条件を表示
（変更はメニュー１のキカイセッテイ）

 ﾎﾟｲﾝﾄNO.=***      ﾎﾟｲﾝﾄﾀﾞｶ＝13.100
 ｽｲﾍｲｶｸﾄﾞ=  ???°??′??″ ｽｲﾍｲｷｮﾘ= ???.??
 **ﾏｴﾆ 0.823m (823mm) ** **107mmｱｹﾞﾖ **
 9.ｵﾌｾｯﾄ         ENT.ｿｸﾃｲ  0.ｿｸﾃｲｼｭｳﾘｮｳ

 ﾎﾟｲﾝﾄNO.= ***
 ｽｲﾍｲｶｸﾄﾞ=  245°40′47″ ｽｲﾍｲｷｮﾘ=13.994

 1.ﾂｷﾞﾉNO.ﾍ  2.ﾏｴﾉNO.ﾍ  0.ﾒﾆｭｰ1ﾍ  9.ｿｸﾃｲ

ﾐﾗｰ ｦ ｼｼﾞｭﾝ ｼﾃ ENT ｽﾀｰﾄ(PF5 ｼｭｳﾘｮｳ）
ｿｸﾃｲｶｲｽｳ[*]=?

ｶｸﾄﾞ ｦ ｾｯﾄｼﾃｸﾀﾞｻｲ
ｺﾀｴ ﾉ ｶｸﾄﾞ  = ***． **′**″
ｿｸﾃｲﾉｶ ｸﾄﾞ  = ???． ??′??″
      ﾋﾀﾞﾘﾍ  ??． ??′??″

 ﾎﾟｲﾝﾄｾｯﾁ
 ｷｶｲﾃﾝNO.=T0 ｾﾞﾛﾎｳｺｳNO.=***
 ﾎﾟｲﾝﾄNO.[***]=
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＊＊＊＊＊メニュー２＊＊＊＊＊
1.ザヒョウヒョウジ

  入力されている座標を表示します。

１．のキーを押すとスタート

表示したい座標のＮＯを入力して ＥＮＴ

ＮＯ表示（点名表示)
ＥＮＴで次のＮＯへ
ＮＯを入力して ＥＮＴ を押すと
入力したＮＯになる
ＰＦ５ で終了 メニュウ１へ

2.ザヒョウニュウリョク
  座標を入力します。

２．のキーを押すとスタート

１.新規座標入力  全消去後入力
２.変更座標入力  座標を一部変更する場合
３.点名 変更    点名のみを変更する
４.高さ入力
ＥＮＴ で キャンセル  メニュウ１へ

NO.**   (A**）
X= -42781.6627
Y=   2141.6019
Z=    110.0180  ENT. ﾂｷﾞﾍ  PF5.ｼｭｳﾘｮｳ

ｻﾞﾋｮｳﾋｮｳｼﾞ
NO.［**］=

  ******** ﾒﾆｭｰ２ ********
1.ｻﾞﾋｮｳﾋｮｳｼﾞ   4.ｷｮｸｾﾝﾖｳｿ    7.ｷｼｭ ｾｯﾃｲ
2.ｻﾞﾋｮｳﾆｭｳﾘｮｸ  5.Rﾆｭｳﾘｮｸ   ENT.ﾒﾆｰ１ﾍ
3.ﾂｳｼﾝ         6.ｹｲｿｸ ｼｮﾘ    0.ｼｭｳﾘｮｳ

  ******** ﾒﾆｭｰ２ ********
1.ｻﾞﾋｮｳﾋｮｳｼﾞ   4.ｷｮｸｾﾝﾖｳｿ    7.ｷｼｭ ｾｯﾃｲ
2.ｻﾞﾋｮｳﾆｭｳﾘｮｸ  5.Rﾆｭｳﾘｮｸ   ENT.ﾒﾆｰ１ﾍ
3.ﾂｳｼﾝ         6.ｹｲｿｸ ｼｮﾘ    0.ｼｭｳﾘｮｳ

  *** ｻﾞﾋｮｳ ﾒﾆｭ‐***
1.ｼﾝｷ ｻﾞﾋｮｳﾆｭｳﾘｮｸ         4.ﾀｶｻﾆｭｳﾘｮｸ
2.ﾍﾝｺｳ ｻﾞﾋｮｳﾆｭｳﾘｮｸ
3.ﾃﾝﾒｲ ﾍﾝｺｳ               ENT.ﾒﾆｰ2ﾍ
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Ｘの座標値を入力して ＥＮＴ
Ｙの座標値を入力して ＥＮＴ
Ｚの座標値を入力して ＥＮＴ

１.を押すと左記の画面
ＥＮＴで初期化（データ‐削除）
ＰＦ５ で中止 入力画面へ

２.を押すと左記の画面
ＥＮＴで[**]の座標
ＮＯ入力で入力したＮＯへ

入力した数値が表示されるので確認する
ＥＮＴ.で記憶
１.記憶しない
０. 終了 メニュー２へ

2-2.ヘンコウザヒョウニュウリョク

座標を一部変更します。

１.で全消去
ＥＮＴ で キャンセル  メニュウ１へ

2-1.シンキザヒョウ

新規座標を入力します。

ｻﾞﾋｮｳﾆｭｳﾘｮｸ
 NO.[***]＝

NO.***  (***)
X:[       0.0000]＝
Y:[       0.0000]＝
Z:[       0.0000]＝

X:[       0.0000]＝????.????
Y:[       0.0000]＝????.????
Z:[       0.0000]＝????.????
           ENT.OK  1.ｷｵｸｼﾅｲ  0.ｼｭｳﾘｮｳ

 ｻﾞﾋｮｳﾆｭｳﾘｮｸ
 NO.[***]＝

   *** ﾃﾞｰﾀ ｦ ｼｮｷｶ ｼﾏｽ ENT ***

ｼﾝｷ ｻﾞﾋｮｳ
ｻﾞﾋｮｳ ｦ ｽﾍﾞﾃｹｼﾏｽ
1.OK    ENT.ｷｬﾝｾﾙ

つぎの番号が表示するのでＯＫならＥＮＴ
表示と異なる番号で入力する時は、数値を入力して
ＥＮＴ
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３．を押す

３.を押すと左記の画面
点名を新規入力 変更したいＮＯを入力

[***] は現在の点名
Ａ～Ｚから１文字を選択（例：Ｋを入力）
ＤＥＬ で 点名削除
ＥＮＴ で 次の画面へ

（K***）   変更した点名を表示
ＥＮＴ で記憶
１.やり直し
０.で終了 メニュー２へ

2-3.テンメイヘンコウ

点名を変更します。

 [***.****]は入力済みの座標を表示
※数値の一部だけを変更する事は出来ません
  入力済みの座標を変えない場合は
  ＥＮＴ で送って下さい

ＸＹＺの入力が終了して “ｷｴﾏｽOKﾃﾞｽｶ”
と表示する時は、すでに入力されている
座標が上書きされる事を警告しています
ＥＮＴ で上書き １.上書きしない
０.で終了 メニュー２へ

入力した番号にすでに座標が入力されていた場合

  *** ｻﾞﾋｮｳ ﾒﾆｭ‐***
1.ｼﾝｷ ｻﾞﾋｮｳﾆｭｳﾘｮｸ         4.ﾀｶｻﾆｭｳﾘｮｸ
2.ﾍﾝｺｳ ｻﾞﾋｮｳﾆｭｳﾘｮｸ
3.ﾃﾝﾒｲ ﾍﾝｺｳ               ENT.ﾒﾆｰ2ﾍ

ﾃﾝﾒｲ ﾍﾝｺｳ
NO.[***]=

NO.*** ﾉ  ｹﾞﾝｻﾞｲ ﾉ ﾃﾝﾒｲ：[***]
 ** A-Z ｦ ｵｽ DEL ﾃ ﾞｹｽ **
     ﾍﾝｺｳﾃﾝﾒｲ＝(K***）

NO.*** ﾉ  ｹﾞﾝｻﾞｲ ﾉ ﾃﾝﾒｲ：[***]
 ** A-Z ｦ ｵｽ DEL ﾃ ﾞｹｽ **
      ﾍﾝｺｳﾃﾝﾒｲ＝(***）
ENT.OK  1.ｷｵｸｼﾅｲ  0.ｼｭｳﾘｮｳ

X:[  *****.****]＝
Y:[  *****.****]＝
Z:[  *****.****]＝
ｷｴﾏｽOKﾃﾞｽｶ   ENT.OK  1.ｷｸｼﾅｲ 0.ｼｭｳﾘｮｳ

 NO.[***]＝ 250
 X:[  *****.****]＝
 Y:[  *****.****]＝
 Z:[  *****.****]＝
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ﾀｶｻﾊ[ 0 ] 括弧内は現在の高さ
高さを入力して ＥＮＴ

３.を押すと左記の画面
点名を新規入力 変更したいＮＯを入力

2-4.タカサニュウリョク

高さを入力します。

ＥＮＴ で確定  ＰＦ５ で中止 メニュー１へ

ﾀｶｻﾆｭｳﾘｮｸ
NO.[***]=

ﾀｶｻﾆｭｳﾘｮｸ
NO.[***]=
ﾀｶｻﾊ[  0]=？

ﾀｶｻﾆｭｳﾘｮｸ
NO.[***]=
ﾀｶｻﾊ[  0]=10.12
OK ENT
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3.ツウシン
パソコンや本体内のファイルと、データを送受信します。
データー通信を行うパソコンとのデータ送受信はパソコン側（※RG-INOUT・パソコン用の弊社製デー
タ通信ソフト）の説明に従って下さい。詳細はヘルプの使用方法を参照して下さい。
データ通信を行う場合の操作の順番は必ずデータを受け取る方を先にします。

３．ツウシン を選択

１.･･･ パソコンへデータを転送
２.･･･ パソコンからデータを読み込む
３.･･･ファイル（ポケコン内）からの読み込み
４.･･･ファイル（ポケコン内）への書き込み
ＥＮＴでメニュー２へ

パソコンに転送する初めのNOを入力してＥＮＴ
最後のＮＯを入力してＥＮＴ

ツウシンメニュウ で １ を選択
ファイル名を入力して  ＥＮＴ

3-1.DATA テンソウ

パソコンへデータを転送します。

☆ポケコン側の操作

☆パソコン側の操作
[パソコン 光波との接続方法]を参照してパソコンとポケコンをケーブル接続し、パソコンにインス
トールされているRG-INOUTを起動します。
RG-INOUTのメニューで“ポケコンからパソコンへ”を選択し、保存するファイル名を設定してデー
タ読み込みの画面にしておきます。

  *** DATA ﾃﾝｿｳ ***
 ﾌｧｲﾙﾒｲ ［***］= ?

 *** ﾂｳｼﾝ  ﾒﾆｭｰ ***
1. DATA ﾃﾝｿｳ        2. DATA ﾖﾐｺﾐ
3. ﾌｧｲﾙｶﾗﾉﾖﾐｺﾐ      4.ﾌｧｲﾙﾍﾉｶｷｺﾐ
ENT．ﾒﾆｭｰ2ﾍ

  ******** ﾒﾆｭｰ２ ********
1.ｻﾞﾋｮｳﾋｮｳｼﾞ   4.ｷｮｸｾﾝﾖｳｿ    7.ｷｼｭ ｾｯﾃｲ
2.ｻﾞﾋｮｳﾆｭｳﾘｮｸ  5.Rﾆｭｳﾘｮｸ   ENT.ﾒﾆｰ１ﾍ
3.ﾂｳｼﾝ         6.ｹｲｿｸ ｼｮﾘ    0.ｼｭｳﾘｮｳ

  *** DATA ﾃﾝｿｳ ***
 ﾌｧｲﾙﾒｲ ［***］= ?
ﾊｼﾞﾒﾉNO.=
ｻｲｺﾞﾉNO.=



78

3-3.ファイルカラノヨミコミ

ポケコン内ファイルからデータを読み込みます。

ツウシンメニューで ３ を選択
[***]は入力されているファイル名
ファイル名を入力して ＥＮＴ

数字が走って2000でとまります

シュウリョウ の表示とピープ音が３回鳴ります
自動で メニュー１へ戻る

ツウシンメニューで ４ を選択

ファイル名を入力して ＥＮＴ

3-2.DATA ヨミコミ

パソコンからデータを読み込みます。

ツウシンメニューで ２ を選択
ファイル名を入力して ＥＮＴ
※このファイルメイはポケコン内でのファイル名

3-4.ファイルヘノカキコミ

ポケコン内ファイルへデータを保存します。

数字が走って2000でとまります

シュウリョウ の表示とピープ音が３回鳴ります
自動で メニュー１へ戻る

パソコン側の用意が出来たら ＥＮＴ

ﾌｧｲﾙｶﾗﾆｭｳﾘｮｸｼﾏｽ
ﾌｧｲﾙﾒｲ ［***］= ?

  *** DATA ﾖﾐｺﾐ ***
 ﾌｧｲﾙﾒｲ ［***］= ?

   *** DATA ﾃﾝｿｳ ***
ﾌｧｲﾙﾒｲ ［***］= ?
ﾖｳｲｶﾞﾃﾞｷﾀﾗ ENT ｦｵｽ

ﾌｧｲﾙｶﾍｷﾛｸｼﾏｽ
ﾌｧｲﾙﾒｲ ［***］= ?

ﾌｧｲﾙｶﾗﾆｭｳﾘｮｸｼﾏｽ
ﾌｧｲﾙﾒｲ ［***］= ?

               □□←ここの数字が走る

ﾌｧｲﾙﾍｷﾛｸｼﾏｽ
ﾌｧｲﾙﾒｲ ［***］= ?

               □□←ここの数字が走る
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4.キョクセンヨウソ
入力されている曲線の諸要素を表示します。

２．のキーを押すとスタートします。

確認したい曲線の ＢＣ ＮＯ．を入力してＥＮＴ

 曲線要素がない場合は  ｷｮｸｾﾝﾃﾞﾊｱﾘﾏｾﾝ
の表示と ピープ音で知らせます。

ＰＦ５ キーを押して終了

NO. ** ﾉｷｮｸｾﾝﾖｳｿ
IA=  ??-??-??   CL= ??.???
R =  ??.???     SL= ??.???
TL=  ??.???          ENT. ﾂｷﾞﾍ

ｷｮｸｾﾝﾖｳｿ         BC  NO.ｦﾆｭｳﾘｮｸ
NO.［**］=

  ******** ﾒﾆｭｰ２ ********
1.ｻﾞﾋｮｳﾋｮｳｼﾞ   4.ｷｮｸｾﾝﾖｳｿ    7.ｷｼｭ ｾｯﾃｲ
2.ｻﾞﾋｮｳﾆｭｳﾘｮｸ  5.Rﾆｭｳﾘｮｸ   ENT.ﾒﾆｰ１ﾍ
3.ﾂｳｼﾝ         6.ｹｲｿｸ ｼｮﾘ    0.ｼｭｳﾘｮｳ

Ｔ
Ｌ

Ｃ Ｌ

ＳＬ

ＩＡ
Ｒ

Ｍ

Ｃ

ＢＣ
ＥＣ

ＳＰ

ＩＰ
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5.Ｒニュウリョク
入力されている曲線のBC点のデータに、曲線の半径を入力します。

５．のキーを押す

連続している線形番号で半径をＢＣに入力して
曲線処理します。
ＮＯ．にBC点の番号を入力します
Ｒ に円の半径を入力します

☆BC点からEC点を見て円の中心が右に有る場合
“Ｒ半径” “ＥＮＴ”とキーを押す
たとえば半径が6．00ｍの時は
“Ｒ６” “ＥＮＴ”
 入力に間違いがなければ“ＥＮＴ”

☆BC点からEC点を見て円の中心が左に有る場合
“Ｒ－半径” “ＥＮＴ”とキーを押す
たとえば半径が6．00ｍの時は
“Ｒ－６” “ＥＮＴ”
入力に間違いがなければ“ＥＮＴ

＊ Ｒニュウリョクが終了したら
   ２．キョクセンヨウソのプログラムで入力が正しく行われたか確認してください

 Rﾆｭｳﾘｮｸ ﾋﾀﾞﾘｶｰﾌﾞﾊ ﾏｲﾅｽ（R???ﾄﾆｭｳﾘｮｸ）
 R???ﾄﾆｭｳﾘｮｸ
 NO.［**］= ?
 R ［***］= ?

  ******** ﾒﾆｭｰ２ ********
1.ｻﾞﾋｮｳﾋｮｳｼﾞ   4.ｷｮｸｾﾝﾖｳｿ    7.ｷｼｭ ｾｯﾃｲ
2.ｻﾞﾋｮｳﾆｭｳﾘｮｸ  5.Rﾆｭｳﾘｮｸ   ENT.ﾒﾆｰ１ﾍ
3.ﾂｳｼﾝ         6.ｹｲｿｸ ｼｮﾘ    0.ｼｭｳﾘｮｳ

Ｒ

Ｃ

ＢＣ
ＥＣ

ＥＣ

右カーブ
Ｒ５．０

左カーブ 
Ｒ－５．０
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6.ケイソクショリ
 入力されている座標で諸計算をします。

１．２点間の距離と方向角
２．３点の角度
３．垂線の距離
４．ホライゾン計測

２点間 Ａ－Ｂの距離 方向角を表示

ＥＮＴ で次へ  ＰＦ５ でメニュー１へ

６．ｹｲｿｸｼｮﾘ を押す

ケイソクメニューで １を選択
２点 Ａ  Ｂ を入力

6-1.２テンノキョリ

２点間の距離と方向角を計算します。

ケイソクメニューで ２ を選択

２．のキーを押すと左の画面に
３点 Ａ  Ｂ Ｃ を入力

6-2.３テンノカクド

３点の成す角度と、それぞれの辺の距離を計算します。

  ******** ﾒﾆｭｰ２ ********
1.ｻﾞﾋｮｳﾋｮｳｼﾞ   4.ｷｮｸｾﾝﾖｳｿ    7.ｷｼｭ ｾｯﾃｲ
2.ｻﾞﾋｮｳﾆｭｳﾘｮｸ  5.Rﾆｭｳﾘｮｸ   ENT.ﾒﾆｰ１ﾍ
3.ﾂｳｼﾝ         6.ｹｲｿｸ ｼｮﾘ    0.ｼｭｳﾘｮｳ

  *** ｹｲｿｸﾒﾆｭｰ ***
1.2ﾃﾝﾉｷｮﾘ     4.ﾎﾗｲｿﾞﾝｹｲｿｸ
2.3ﾃﾝﾉｶｸﾄﾞ
3.ｽｲｾﾝｷｮﾘ        ENT.ﾒﾆｰ１ﾍ

2ﾃﾝｶﾝﾉ ｷｮﾘﾄ ﾎｳｺｳｶｸ
Aﾉ  NO. ［**］= ?
Bﾉ  NO. ［**］= ?

NO.Aﾄ NO.B ﾉ ｷｮﾘﾄ ﾎｳｺｳｶｸ
ｷｮﾘ=     ???.???
ﾎｳｺｳｶｸ=     ???.????

3ﾃﾝｶﾝﾉ ｷｮｳｶｸ ﾄ ｷｮﾘ
Aｶﾗ Bｦ ﾐﾃ Cﾏﾃﾞﾉｶｸﾄﾞ
Aﾉ  NO. ［**］= ?
Bﾉ  NO. ［**］= ?
Cﾉ  NO. ［**］= ?
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ケイソクメニューで ３ を選択
３点 Ａ Ｂ Ｃ を入力

Ａ～ＢのラインへのＣの垂線の距離
Ａ～ＢのラインへのＣの交点までの距離

6-4.ホライゾン計測

入力されているライン（直線、曲線）への垂線距離と、線分の端点からの距離を計算します。

ケイソクメニューで ４ を選択
３点 Ａ Ｂ Ｃ を入力

挟角 Ａを中心にＢ～Ｃの角度
Ａ～Ｂまでの距離
Ａ～Ｃまでの距離  を表示

6-3.スイセンキョリ

１点から線分への垂線距離と、線分の端点からの距離を計算します。

2ﾃﾝﾍﾉ 1ﾃﾝｶﾗﾉｽｲｾﾝ ﾄ ｷｮﾘ
Aｶﾗ Bﾉﾗｲﾝﾍ Cｶﾗﾉｽｲｾﾝ
Aﾉ  NO. ［**］= ?
Bﾉ  NO. ［**］= ?
Cﾉ  NO. ［**］= ?

NO. A ｶﾗ NO. B ﾉﾗｲﾝﾍ NO. C ﾉ
ｽｲｾﾝ ﾉ ｷｮﾘ=    ??.????
NO. A ｶﾗ NO. B ﾉﾗｲﾝﾍ NO. C ﾉ
ｺｳﾃﾝ ﾏﾃﾞﾉ ｷｮﾘ=   ???.???

ﾎﾗｲｿﾞﾝｹｲｿｸ
Aｶﾗ Bﾉﾗｲﾝﾍ Cﾉﾊﾅﾚ
Aﾉ  NO. ［**］= ?
Bﾉ  NO. ［**］= ?
Cﾉ  NO. ［**］= ?

NO. A ｶﾗ NO. B ｦﾐﾃ NO. C ﾏﾃﾞ
ｷｮｳｶｸ=   ??.????
NO. A ﾄ NO. B ﾉｷｮﾘ=   ???.???
NO. A ﾄ NO. C ﾉｷｮﾘ=   ???.???
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Ａ～ＢのラインへのＣの垂線の距離
Ａ～ＢのラインへのＣの交点までのセンター距離
Ａ～ＢでＡＢの高さを比例計算した高さ

NO. A ｶﾗ NO. B ﾉﾗｲﾝﾍ NO. C ﾉ
ｽｲｾﾝ ﾉ ｷｮﾘ=    ??.????
ｺｳﾃﾝ ﾏﾃﾞﾉ ｷｮﾘ=    ???.???
ｺｳﾃﾝ ﾉ ﾀｶｻ=   ???.???

Ａ
Ｂ

Ｃ スイセンノキョリ
コウテンマデノキョリ

コウテン



84

7.キシュセッテイ
接続する光波、または計測距離と角度の手入力のモードを切り替えます。

７. キシュセッテイ を押す

トランシットか光波の機種を選択
０．  トランシット モード
１．  ソキア
２．  トプコン
３．  ニコン
４．  ペンタックス
５．ジオトロ ＦＳＴＤ
ジオジメーターファーストスタンダード
６．ジオトロ ＳＴＤ
ジオジメータースタンダード

“ＥＮＴ”　通常１分（0．0100）に設定
設定する場合 ？？（度）．？？？？（分秒）と入力

“ＥＮＴ”でメニュー１ 画面にもどる

すでに光波モードに設定されている
場合は下線の文を表示
トランシットモードでは非表示

ｶｸｾｲﾄﾞ ［ ?°??′??″］=
ｶｸｾｲﾄﾞｦ 　?°??′??″ ﾆ ｼﾏｽ　
                ENT. OK    1.ﾔﾘﾅｵｼ

ｶｸﾄﾞｾｲﾄ［゙ 0°01′00″］=？　

0. ﾄﾗﾝｼｯﾄ  1.ｿｷｱ  2.ﾄﾌﾟｺﾝ  3.ﾆｺﾝ  7.ﾗｲｶ
4.ﾍﾟﾝﾀｯｸｽ  5.ｼﾞｵﾄﾛFSTD  6.ｼﾞｵﾄﾛSTD
 ｷｼｭｦ ｴﾗﾝﾃﾞ ｸﾀﾞｻｲ  =？

  ******** ﾒﾆｭｰ２ ********
1.ｻﾞﾋｮｳﾋｮｳｼﾞ   4.ｷｮｸｾﾝﾖｳｿ    7.ｷｼｭ ｾｯﾃｲ
2.ｻﾞﾋｮｳﾆｭｳﾘｮｸ  5.Rﾆｭｳﾘｮｸ   ENT.ﾒﾆｰ１ﾍ
3.ﾂｳｼﾝ         6.ｹｲｿｸ ｼｮﾘ    0.ｼｭｳﾘｮｳ

ｹﾞﾝｻﾞｲﾉ ｾｯﾃｲﾊ ｺｳﾊﾓｰﾄﾞﾃﾞｽ
0. ﾄﾗﾝｼｯﾄ  1.ｿｷｱ  2.ﾄﾌﾟｺﾝ  3.ﾆｺﾝ  7.ﾗｲｶ
4.ﾍﾟﾝﾀｯｸｽ  5.ｼﾞｵﾄﾛFSTD  6.ｼﾞｵﾄﾛSTD
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※カクドセイド機能とは   ｺｳﾊﾓｰﾄﾞ のときに10秒（0．0010）～３５９度５９分５９秒（359．5959）の
間で設定できます。標準設定は１分（0．0100）になっています。
角度の入力ミスや操作のミスを防ぎます。
設定した精度を下まわった場合、表示とブザーで警告します。
例えば
逆打ち（位置だし）で水平角度１６４°４５′２０″を ６６６６６ と ８８８８８ を間違えて１８４°４５′２０″にし
てしまった時に、表示とブザーで警告してケアレスミスを防ぎます。

 ※ 光波の設定変更方法の詳細については、光波取扱説明書を参照してください。
    また、ソキアSET4Bは光波の仕様により、ポケコンの方でエラーが発生する
    ケースがあります。 その場合は、ポケコンの電源を一度切って、再度電源を
    入れて下さい。

7-1.各社トータルステーションの通信条件

トータルステーションとのケーブル接続では、通信条件を各社の初期設定に合わせていますので
設定を変えて使用されている場合は初期設定に戻してお使いください。

□ソキア
＊通信速度 （１２００）
＊パリティ （なし）
＊ワード長 （８ビット）
＊ストップビット（１ビット）

□トプコン
＊通信速度 （１２００）
＊パリティ （偶数）
＊ワード長 （７ビット）
＊ストップビット（１ビット）

□ニコン
＊通信速度 （４８００）
＊パリティ （なし）
＊ワード長 （８ビット）
＊ストップビット（１ビット）

□ペンタックス
＊通信速度 （１２００）
＊パリティ （なし）
＊ワード長 （８ビット）
＊ストップビット（１ビット）

□ライカ
＊通信速度 （４８００）
＊パリティ （なし）
＊エンドマーク（ＣＲ／ＬＦ）
＊ワード長 （８ビット）
＊ストップビット（１ビット）
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7-2.トプコン製の光波との接続

トプコン製の光波と接続する場合は、光波側の内部モードの設定が必要です

☆手順
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7-3.トランシットモード

水平角、斜距離、高度角を手入力するモードです。
データ出力機能のないトランシット、光波のトラブルで距離を測定できないときなどに使用してくだ
さい。

 7.ｷｼｭ ｾｯﾃｲ  を押す

0. ﾄﾗﾝｼｯﾄﾓｰﾄﾞ  を押す

☆ポイントセッチの場合

設置するナンバーの入力　
水平角度を合わせる

機械条件を表示
（変更はメニュー１のキカイセッテイ）
出したいポイントのＮＯを入力して ＥＮＴ
　             [***] は前の入力ナンバー

0. ﾄﾗﾝｼｯﾄ  1.ｿｷｱ  2.ﾄﾌﾟｺﾝ  3.ﾆｺﾝ  7.ﾗｲｶ
4.ﾍﾟﾝﾀｯｸｽ  5.ｼﾞｵﾄﾛFSTD  6.ｼﾞｵﾄﾛSTD
ｷｼｭｦ ｴﾗﾝﾃﾞ ｸﾀﾞｻｲ  =？

  ******** ﾒﾆｭｰ２ ********
1.ｻﾞﾋｮｳﾋｮｳｼﾞ   4.ｷｮｸｾﾝﾖｳｿ    7.ｷｼｭ ｾｯﾃｲ
2.ｻﾞﾋｮｳﾆｭｳﾘｮｸ  5.Rﾆｭｳﾘｮｸ   ENT.ﾒﾆｰ１ﾍ
3.ﾂｳｼﾝ         6.ｹｲｿｸ ｼｮﾘ    0.ｼｭｳﾘｮｳ

 ﾎﾟｲﾝﾄｾｯﾁ
 ｷｶｲﾃﾝNO.=T0 ｾﾞﾛﾎｳｺｳNO.=***
 ﾎﾟｲﾝﾄNO.[***]=

 ﾎﾟｲﾝﾄNO.= ***
ｽｲﾍｲｶｸﾄﾞ=  245°40′47″ ｽｲﾍｲｷｮﾘ=13.994

1.ﾂｷﾞﾉNO.ﾍ  2.ﾏｴﾉNO.ﾍ  0.ﾒﾆｭｰ1ﾍ  9.ｿｸﾃｲ

 ****** ﾒﾆｭｰ1 ****** ｺｳﾊﾓｰﾄﾞ[ﾌｧｲﾙﾒｲ]

1.ｷｶｲｾｯﾃｲ    4.ｺｳﾊﾃﾞ ﾚﾍﾞﾙ  7.ﾔﾁｮｳ

2.ﾎﾟｲﾝﾄｾｯﾁ   5.ﾎﾗｲｿﾞﾝ      8.ﾗｲｶ MENU

3.ｾﾝｹｲﾎﾟｲﾝﾄ  6.ｼﾝﾃﾝ ENT.ﾒﾆｭｰ2ﾍ 0.ｼｭｳﾘｮｳ
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ポイントとプリズムの距離の較差を表示
１ｍ以下になるとｍｍ単位でも表示
９．     オフセット
ＥＮＴ．くりかえし
０．     測定の前の画面へ

ゼロホウコウＮｏ

ポイント

キカイテン

スイヘイカクド

コウドカク

シャ
キョ
リ

☆ここがポイント
  トランシットモードでは光波モードで測定するところを、斜距離と高度角を、トランシットの数値
を読み、手で入力しする事によって水平距離を計算します。他の操作でもこの操作を行えば、光波
モードと同様に答えを得る事ができます。

斜距離を入力　
高度角を入力

ﾎﾟｲﾝﾄNO.=???
ｽｲﾍｲｶｸﾄﾞ= ???°??′??″ ｽｲﾍｲｷｮﾘ= ???.??
**ﾏｴﾆ 0.823 m  (823 mm) **
 9.ｵﾌｾｯﾄ         ENT.ｿｸﾃｲ  0.ｿｸﾃｲｼｭｳﾘｮｳ

ｶﾝｿｸｼｬｷｮﾘ=
ｶﾝｿｸｺｳﾄﾞｶｸ=
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＊＊＊＊＊トラブルの対処＊＊＊＊＊
端末にトラブルが発生した場合には、以下のように対処してください。説明通りに操作を行ってもう
まく行かない場合には、弊社までご連絡ください。

1.電源が入らない
画面の表示濃度が薄い

本体右側の表示濃淡調整つまみを上に回して、濃度を
濃くして、再度電源を入れてください。

電池が無くなっている
動作用電池（単4電池4本）を入れ替えてください。交換手順は本体裏側の説明に従ってください。
バックアップ用のボタン電池が内蔵されているため、電池の交換でデータが無くなることはありませ
ん。

2.電源を入れてもメニューが表示されない
以下の順序に従って操作を行ってください。いずれかの段階で、メニューが表示されます。
1.[OFF]キーを押して電源を切り、再度[ON]キーを押して電源を入れる。
2.電源を入れた状態で、[PF5]キーを押す。
3.[OFF]キーの上にある[BASIC]キーを押す。
4.他のキーを触らないように気をつけて、RESETボタンを押す。
5.再度、1から3の手順を繰り返す。

3.どのキーを押しても、表示が変わらない
押されたままの状態になっているキーがある

ゴミなどが詰まり、キーが押しっぱなしになっていると、端末がキー入力を受け付けません。他の
キーに比べて低くなっているキーが無いか、チェックしてください。ただし、[ON]・[OFF]キーは、他
のキーよりも、一段低くなっています。

静電気等の原因で、端末がフリーズしてしまう
何らかの原因で、端末がフリーズしてしまうことがあります。他のキーを触らないように気をつけて、
RESETボタンを押してください。
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4.光波と接続しているが、動作しない
4-1.光波を初めて接続した場合

以下の項目を確認して、それでも動作しない場合には、次の“4-2.接続できていたが、動作しなく
なった”の項目を確認してください。

接続している光波が接続テストされていない
本端末は、各メーカーの機種で接続テストを行っていますが、すべての機種について確認していませ
ん。また、光波の機種が同じでも、ロットによって通信方法が異なるケースもあります。

接続ケーブルの種類が違う
光波側のコネクタの形状が同じでも、メーカーによってケーブルの結線が異なります。

端末側の通信条件設定が異なる
本取扱説明書中でメニュー2の“7.キシュセッテイ”の項目を参照して、端末の設定を変更してくだ
さい。

光波側の通信条件設定が異なる
本取扱説明書中でメニュー2の“7-1.各社トータルステーションの通信条件”を参照して、光波の設
定をチェックしてください。光波の設定変更は、それぞれの機械の取扱説明書を参照してください。

4-2.接続できていたが、動作しなくなった

コネクタの接続がきちんとできていない
一度コネクタを光波側、端末側の両方を取り外し、汚れ等が無いことを確認して、再度接続してくだ
さい。

光波側の準備ができていない
光波を、距離がすぐに測ることのできる状態にしてください。光波の機種により、測角モード・測距
モードを切り替える必要があるもの、電源を入れてから、チルト校正を行わないと測距できないもの、
設定のモードになっていると、外部との通信を行えないものなどがあります。

端末の電池が消耗している
通常、端末の画面の右上にバッテリーマークが表示されてから電池交換を行いますが、この表示が出
る前に、電池が消耗してしまうことがあります。端末の裏側に表示されている“動作用電池の交換手
順”を参照し、単4電池4本を交換してください。
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＊＊＊＊＊応用編＊＊＊＊＊
■曲線の丁張り上に直接、釘を打つ場合

３． のセンケイポイント－トウブンカツで予めポイントを石灰等でマークし、そのマークにかかる
ように  ５．のホライゾンで丁張りをかけます。

５．を押す
****** ﾒﾆｭｰ1 ****** ｺｳﾊﾓｰﾄﾞ[ﾌｧｲﾙﾒｲ]

1.ｷｶｲｾｯﾃｲ    4.ｺｳﾊﾃﾞ ﾚﾍﾞﾙ  7.ﾔﾁｮｳ

2.ﾎﾟｲﾝﾄｾｯﾁ   5.ﾎﾗｲｿﾞﾝ      8.ﾗｲｶ MENU

3.ｾﾝｹｲﾎﾟｲﾝﾄ  6.ｼﾝﾃﾝ ENT.ﾒﾆｭｰ2ﾍ 0.ｼｭｳﾘｮｳ

ハ ナ レ
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ｷｶｲｾｯﾃｲで設定した状態を表示
※ゼロホウコウＮＯとは　
 バックサイト（０ＳＥＴのポイント）　

曲線のＢＣ ＮＯの入力（直線の場合始点ＮＯ）
桝等で垂線方向に位置を出したい時
Ａ－Ｂと入力
曲線のＥＣ ＮＯの入力（直線の場合終点ＮＯ）

Ｒは半径  ＣＬは２点間曲線距離を表示※
線形からのはなれ（オフセット）を設定
９.ｿｸﾃｲで 丁張りの上の任意の位置に
  ミラーを設置
ENT  で測定開始

直線の場合Rは表示せず2点間距離をL= で表示
ハナレとキョリは１ｍ未満はmmで表示

ﾎﾗｲｿﾞﾝ         　　　　　　　　　
ｷｶｲﾃﾝ  NO.=T0 　ｾﾞﾛﾎｳｺｳNO.=***
ﾎﾟｲﾝﾄNO. .[***]=　　

ﾎﾟｲﾝﾄNO.[***]=
ｽｲｾﾝ ﾎｳｺｳ ﾊ 2ﾃﾝｦ NO. ???-??? ﾄﾆｭｳﾘｮｸ
ﾎｳｺｳNO.[***]=

NO.???～ NO.???  Ｒ =??.???  CL=??.???
ﾗｲﾝｶﾗﾐｷﾞﾍ[***]=
         1.ﾔﾘﾅｵｼ  0.ﾒﾆｭ－ 1ﾍ  9.ｿｸﾃｲ

NO.???～ NO.???  ﾊﾅﾚ=??.???
ﾊﾅﾚ= ???.???m ﾎﾟｲﾝﾄｶﾗﾉｾﾝﾀｰｷｮﾘ= ???.???m
ENT.ｸﾘｶｴｽ   1.ﾂｷﾞﾉNO.ﾍ   0.ﾒﾆｭ-1ﾍ

キョクセン

Ｃ
Ｌ
よ
り
長
い

距
離
を
表
示
※

マ
イ
ナ
ス
（
－
）

  
表
 示

ホウコウＮＯ
より後の番号

ポイントＮＯ
より前の番号

ポイントＮＯ
（ＢＣ）

ホウコウＮＯ
（ＥＣ）

※この場合曲線の延長（円）を表示するので注意
  予めホウコウＮＯを出す等
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■曲線上の桝に丁張りをかける場合

曲線に沿って設定されている角桝、基礎等の方向を出す

５．を押す

現在の設定を表示
器械条件は現在の設定を表示
出したい点のNOを入力

Ｌは２点間距離を表示
 線形からのはなれ（オフセット）を設定
９.ｿｸﾃｲで 丁張りの上の任意の位置に
ミラーを設置
 光波の測定回数を入力  ENT  で測定開始

 桝の基準ナンバーの入力
 曲線（直線）に対して垂線をおろす
Ａ－Ｂと入力

ﾎﾗｲｿﾞﾝ
ｷｶｲﾃﾝNO.=T0 　　ｾﾞﾛﾎｳｺｳNO.=***
ﾎﾟｲﾝﾄNO.[***]= 　

ﾎﾟｲﾝﾄNO.[***]=
ｽｲｾﾝ ﾎｳｺｳ ﾊ 2ﾃﾝｦ NO｡???-??? ﾄﾆｭｳﾘｮｸ
ﾎｳｺｳNO.[***]=

NO.???～ NO.???    L=??.???　
ﾗｲﾝｶﾗﾐｷﾞﾍ[***]=
         1.ﾔﾘﾅｵｼ  0.ﾒﾆｭ－ 1ﾍ  9.ｿｸﾃｲ

****** ﾒﾆｭｰ1 ****** ｺｳﾊﾓｰﾄﾞ[ﾌｧｲﾙﾒｲ]

1.ｷｶｲｾｯﾃｲ    4.ｺｳﾊﾃﾞ ﾚﾍﾞﾙ  7.ﾔﾁｮｳ

2.ﾎﾟｲﾝﾄｾｯﾁ   5.ﾎﾗｲｿﾞﾝ      8.ﾗｲｶ MENU

3.ｾﾝｹｲﾎﾟｲﾝﾄ  6.ｼﾝﾃﾝ ENT.ﾒﾆｭｰ2ﾍ 0.ｼｭｳﾘｮｳ

ホウコウＮｏ Ａ－Ｂ

Ａ

Ｂ

線に垂線をおろす
ポイントＮｏ

ハ  ナ  レ

ポイントトノキョリ
（－）

（－）
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■曲線の中心を求める方法

３．を押す

現在の設定を表示
＊＊＊は前の入力ナンバー

ポイントＮＯ
求めたい曲線のＢＣのＮＯ
ホウコウＮＯ
求めたい曲線のＥＣのＮＯ

曲線の半径 を入力
右カーブは ＋（プラス）
左カーブは －（マイナス）　

？？は推薦分割数　
ﾌﾞﾝｶﾂｽｳ[??]=１　と入力　R=???.???  IA=???.????  CL=??.???　　

ｾﾝﾀｰﾗｲﾝｶﾗ ｿﾄﾍ[*]=
ﾊﾅﾚﾉCL  ???.???  ｸｲｶﾝ  ?.??? Mﾁ  ?.???
ﾌﾞﾝｶﾂｽｳ[??]=　

R=???.???  IA=???.????  CL=??.???　
ｾﾝﾀｰﾗｲﾝｶﾗ ｿﾄﾍ[*]=

ﾎﾟｲﾝﾄNO.[***]=
ｽｲｾﾝ ﾎｳｺｳ ﾊ 2ﾃﾝｦ NO. ???-??? ﾄﾆｭｳﾘｮｸ
ﾎｳｺｳNO.[***]=

ｾﾝｹｲﾎﾟｲﾝﾄ
ｷｶｲﾃﾝNO=T0   ｾﾞﾛﾎｳｺｳNO.=***
ﾎﾟｲﾝﾄNO.[***]=

****** ﾒﾆｭｰ1 ****** ｺｳﾊﾓｰﾄﾞ[ﾌｧｲﾙﾒｲ]

1.ｷｶｲｾｯﾃｲ    4.ｺｳﾊﾃﾞ ﾚﾍﾞﾙ  7.ﾔﾁｮｳ

2.ﾎﾟｲﾝﾄｾｯﾁ   5.ﾎﾗｲｿﾞﾝ      8.ﾗｲｶ MENU

3.ｾﾝｹｲﾎﾟｲﾝﾄ  6.ｼﾝﾃﾝ ENT.ﾒﾆｭｰ2ﾍ 0.ｼｭｳﾘｮｳ

曲線
の半
径
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１又は２を選んで測設

分割点をＰ０～Ｐ？までに登録
曲線の中心までの角度と距離を表示　IP. ??   (P0/?)   ﾊﾅﾚ=?

ｽｲﾍｲｶｸﾄﾞ=  ???-??-??  ｽｲﾍｲｷｮﾘ= ???.??
　
1.ﾂｷﾞﾉP.ﾍ  2.ﾏｴﾉP.ﾍ  0.ｼｭｳﾘｮｳ  9.ｿｸﾃｲ

IP．??   ﾊﾅﾚ ?.???   ｸｲｶﾝ ?.???   Mﾁ  ?.???
1.BC ｶﾗｿｸﾃｲ           　            　
2.EC ｶﾗｿｸﾃｲ
3.ﾍﾞﾂﾉIP NO.ﾍ      0.ﾒﾆｭｰ1ﾍ
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■階段の丁張りをかける方法

※ｷｶｲｾｯﾃｲで機械高（ＩＨ）を入力して使用します。

６．を押す

ポイントＮｏに距離の基準にする番号を入力

ホウコウＮｏに方向の基準にする番号を入力

ポイントＮＯに設定高さを入力
ホウコウＮＯに設定高さを入力
[**.***]はあらかじめ入力された高さ

ｷｶｲﾃﾝNO.=T**  ｾﾞﾛﾎｳｺｳNO.=**
ﾎﾟｲﾝﾄNo.[**]=
ﾎｳｺｳNo.[**]=

ｷｶｲﾃﾝNO.=T**  ｾﾞﾛﾎｳｺｳNO.=**
ﾎﾟｲﾝﾄNo.[**]=
ﾎｳｺｳNo.[**]=
**ﾉﾀｶｻﾊ[**.***]=?
**ﾉﾀｶｻﾊ[**.***]=?

****** ﾒﾆｭｰ1 ****** ｺｳﾊﾓｰﾄﾞ[ﾌｧｲﾙﾒｲ]

1.ｷｶｲｾｯﾃｲ    4.ｺｳﾊﾃﾞ ﾚﾍﾞﾙ  7.ﾔﾁｮｳ

2.ﾎﾟｲﾝﾄｾｯﾁ   5.ﾎﾗｲｿﾞﾝ      8.ﾗｲｶ MENU

3.ｾﾝｹｲﾎﾟｲﾝﾄ  6.ｼﾝﾃﾝ ENT.ﾒﾆｭｰ2ﾍ 0.ｼｭｳﾘｮｳ
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ポイントＮＯからホウコウＮＯを見て
右は（＋）左は（－）の距離を入力して
基準にする軸を設定する

ミラーの高さを入力

プリズムを設置して
光波の測定回数を入力 ＥＮＴ で測定開始

プリズムを設置した位置での求める高さを勾配計算
してその差を表示する
基準軸からのハナレとポイントからの距離を表示す
る
ＥＮＴ  続けて測定する
１．     設定をやり直す

プリズムを設置して
ＥＮＴ で測定開始

測量を終了する時はこの画面の時に
ＰＦ５ のキーを押す

ﾎﾟｲﾝﾄNo.[**]=
ﾎｳｺｳNo.[**]=
**ﾉﾀｶｻﾊ[**.***]=
**ﾉﾀｶｻﾊ[**.***]=
ﾗｲﾝｶﾗﾐｷﾞﾍ[**]= ?
ﾐﾗｰ ﾉ ﾀｶｻﾊ [**]= ?

ﾐﾗｰ ｦ ｼｼﾞｭﾝ ｼﾃ ENT ｽﾀｰﾄ (PF5 ｼｭｳﾘｮｳ)
ｿｸﾃｲｶｲｽｳ[*]=?

No.**～ No.** ﾊﾅﾚ **  H **  ﾐﾗ **
ﾓﾄﾒﾙﾀｶｻ= **.***        *.***mｻｹﾞﾖ
ﾊﾅﾚ=*.***m     ﾎﾟｲﾝﾄｶﾗﾉｷｮﾘ=*.***m
9.ｵﾌｾｯﾄ   ENT.OK   1.ﾔﾘﾅｵｼ

ﾐﾗｰ ｦ ｼｼﾞｭﾝ ｼﾃ ENT ｽﾀｰﾄ (PF5 ｼｭｳﾘｮｳ)
ｿｸﾃｲｶｲｽｳ[*]=?
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